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『貞操婦女八賢誌』
　
前号に引き続き、 『南総里見八犬伝』の改作である『貞操婦女八
賢誌』二輯を紹介する。　
題名からも分かる通り 本作では八犬士に相当する主人公達を八
賢女
 （女性）
 に変えている。しかも、原作で犬塚信乃が女装して育て
られたことを踏まえて、信乃に相当すると思われる於梅
 （梅太郎）
 は
男装にて育てられ変生男子と記される。この第二輯では、もう一人の女装して登場する犬士である犬坂毛野に相当すると思われる於亀が登場する。石浜で舞子をしていた於亀は若衆に身をやつして扇ヶ谷定正 寵愛を受けた愛嬉の屋敷に奉公することになる。つまり、女装の犬士を、男装する賢女と逆転して設定しているのである。　
また、犬塚信乃の伯母夫婦である亀笹・蟇六や、犬山道節の乳母
であった音
おとね
音と矠平の面影をもった登場人物を描くなど、細かく原
作を踏まえた人物設定がみ る。その一方 、第二輯では原作筋からは離れて、於亀の出生 めぐ 事情が、真間の里や市河
（市
川）
、松戸など下総を舞台として、八賢女が生まれる前の親たちの
世代のこととして述べられている。　
その後、芳流閣の場面を踏まえた場面に展開していくが、地上の
高楼ではなく、船施餓鬼の めにしつらえた大船の三重 楼上が舞
台となる。その船楼の上で梅太郎とその捕縛を命じられた八代とが、互いに仲間とは知らずに闘う設定となっている。　
原作に出てくる村雨丸の宝刀は、ここでは錦の古籏で作った笹蔓
錦の御戸帳
（仏壇や厨子前面の仏像周囲を飾るための美しい布）
や蜀光
の錦となっていて、やはり転々と所持する者を変えている。　
つまり、八犬伝の世界という大きな物語の構造を借りての改作で
あるのみならず、実に細かい趣向をも転用しているのである。　
なお、二輯巻之一巻末に「門人校合」として狂文亭・為永春江と
狂詠亭・為永春暁の名 記されて る。 『
正史實伝
いろは文庫』三編下巻
にも「為永連校正著」とし 両者の名前が見えている。 「校合」 実体が何を意味す かは微妙であるが、
 『いろは文庫』
 には
 「校正著」
 
とあるので分担執筆を意味していると取れなくもない。春水工房には大勢の弟子
（為永連）
がいて執筆に参与していたことが知られて
いる。具体的な作業内容は良く分かっていな が 木越俊介氏は「為永工房発・読本の作り方」
（ 『江戸大坂の出版流通と読本・人情本』 、
清文堂、二〇一三）
で、 「歌舞伎の作劇法をヒントに、場面の趣向を
つないで。全体の筋を保つという行き方をと たのであろう」と述べられている。本作でも、同様のことが指摘できると思わ る。
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【書誌】二輯
（三巻三冊）
　
書型
　
中本
  十八・六×十二・五糎
　
表紙
　
  濃藍色地に麻葉絞模様、丸紋中に一部杏色を施した女性を描き散らす。
　
外題
　
  左肩「貞操婦女八賢誌
三編
上
（中下）
」
（十三・三×二・七糎）
。
題簽の上部から柿色、下部から空色のボカシを施す。
　
見返
　
なし〔白〕
　
序
　　
「序引＼干時天保巳亥孟陽＼㝡上羊齋戯題」
（序一オ～序二オ）
　
口絵
　
  第一～三図
  見開き三図
（丁付なし）
。
濃
淡
の
薄
墨
に
よ
る
重
摺りを施す。
　
内題
　「貞
ていさうをんなはつけんし
操婦女八賢誌二
にしふ
輯巻之一
（～三）
」
　
尾題
　「貞操婦女八賢誌二輯巻之一
（～三）
終
」
　
編者
　「東都
　
狂訓𠅘主人著」
（内題下）
　
畫工
　「
繍像九員
英泉畫」
（口絵第一図）
　
刊記
　
なし
　
諸本
　
  館山市博・早稲田大・西尾市岩瀬文庫・山口大棲妻・東洋大・東京女子大・三康図書館・千葉市美
　
翻刻
　
前々号参照
　
備考
　
  初輯を上下帙に分けたため、二輯の外題は「三編」となっている。序者については未詳。後印本 調査報告については後日を期したい。
【凡例】一
　
  人情本刊行会本などが読みやすさを考慮して本文に大幅な改訂を加えているので、本稿では敢えて手 加えず、可能な限り底本に忠実に翻刻した。
一
　
  変体仮名は平仮名に直したが、助詞に限り「ハ」と記されたものは遺した。
一
　
近世期に一般的であった異体字も生かした。
一
　
濁点、半濁点、句読点には手を加えてい い。
一
　
丁移りは
 」で示し、各丁裏に限り」
 
１ のごとく丁付を示した。
一
　
  底本は、保存状態の良い善本であると思われる館山市立博物館所蔵本に拠った。
　
  　
翻刻掲載を許可された館山市立博物館また漢文序の訓読をご教
示下さった増野弘幸氏に心より感謝申し上げます。
　
  　
なお、本稿は
JSP
S
科研費
JP
17K
02460
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す。
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序引癡黠相去一間而巳矣於彼乎稱癡於此乎亦黠人界總若斯矣若夫癡黠二途兩惡之管轄耶曲𠅘於稗史也具茟場中黠者教訓於小説里諺也徹頭尾落癡黠乎不可亦知也曲」𠅘疇有八犬傳大動看官奇觀教訓之癡情亦慕 黠而之有八賢之擧讀之能令看官感發名教樂地予於是乎言癡黠相厺頗一間々不容髪今此擧癡乎黠乎曲𠅘之犬也盖尭狗之黠 教訓之賢抑亦癡婦之」
序１  賢乎犬賢国音相近矣才子八人不才子八人
其癡黠之間糺諸高場氏焉尓干時天保巳亥孟陽 
㝡上羊齋戯題
　　　
」
羊齋
常斐之印
【表紙】【序引】
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序引癡ち
と
黠かつ
と
相あい
去さ
ること一間のみ。
彼か
に於ては癡と稱し、
此こ
に於ては
亦また
黠
たり。人界
總すべ
て
斯かく
の
若ごと
し。
夫そ
の癡黠の
二ふたみち
途
の
若ごと
きは、
兩ふたつ
ながら惡の管
轄ならんか。曲𠅘の稗史に於けるや、茟に
具そな
ふる場中の黠は、小説里
諺に教訓す。徹頭尾落、癡黠なるか、
亦また
知るべからず。曲𠅘、
疇さき
に八
犬傳
有あ
り。
大おほい
に
看みるもの
官
を
動さはが
して奇觀たり。教訓の癡情、
亦また
彼の黠を
慕した
ひ
て、
之ここ
に八賢の
擧きよ
有り。
之これ
を讀まば、
能よ
く
看みるもの
官
をして、名教樂地を感
發せしむ。
予
是ここ
に於てか、癡と黠と
相あい
厺さ
ること、
頗ほ
ぼ一間と言ひ、
間あいだ
に
髪はつ
を
容い
れずして、今
此ここ
に
擧あ
ぐるは、癡ならんか、黠ならんか。曲𠅘の
犬や、盖し尭狗の黠ならんか、教訓の賢ならんか。
抑そもそ
も
亦また
、癡婦の賢
ならんか。犬と賢と國音
相あい
近し。才子八人 不才子八人 其の癡と黠
との間、
諸これ
を高場の氏に
糺ただ
さんのみ
　
時に天
（一八三九）
保己亥孟
（正月）
陽
 
㝡上羊齋戯題
　　　　
」
序 2 オ
羊齋
常斐之印
【序引】続き
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【口絵第一図】
　
由ゆゐがはま
井濱の舩
ふなやぐら
樓に二
にけんぢよ
賢女錦
にしき
を争
あらそ
ふ
扇あふぎ
が
谷やつ
の八
やつちよ
代
　
豊としま
嶋梅
うめたらう
太郎」
序 2　
扇あふぎ
が
谷やつ
侍ぢちよ
女＼腰
こしごえ
越の海
あま
士乙
をとめ
女」
眞まゝ
間の愛
あいき
嬉」
丁付なし 從こしもと
女
 從こしもと
女
 舞まいこ
子亀
かめたらう
太郎」
【口絵第二図】
　
稲いなむらがさき
村崎の
女をんな
隱いんきよ
居
 眞まゝ
間の愛
あいき
嬉
月げつしよく
色
を翫
もてあそ
ぶ
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【本文】貞ていさうおんなはつけんし
操婦女八賢誌二
にしふ
輯
  卷之一
 
東都
　
狂訓𠅘主人編次
　　
第十三
　
松まつど
戸の里
さと
に
嫖ひやうかく
客
桃とうり
李を詠
ながむ
俠いきぢ
氣
に
依よつ
て
花はなぎぬ
衣
財ざいしゆ
主
を
嫌きらふ
葛かつしか
飾や真
まゝ
間の手
てこな
古奈と詠
えい
じけん葛
かつしか
飾なる真
まゝ
間の里
さと
に最
いと
有うとく
徳なる郷
かうし
士
あり其
その
名な
を手
てこなの
古奈三
さぶろう
郎と号
よび
家いゑ
ハ保
ほうげん
元の古
むかし
昔より源
げんぺい
平両
りようけ
家の諸
しよし
士に會
まじ
合はり
私し
の
黨とう
の
地ちざむらひ
侍
とともに
公くやく
役
を
勤つと
め
二にひやくはちじう
百八十
余よ
年ねん
以このかた
來
連れんめん
綿
と
相さうぞく
續
し
財たから
宝ハ蓬
ほうらい
莱の玉
たま
の枝
えだ
燕えんくわ
窩の子
こやすがい
達貝なんどゝ丗
よ
に稀
まれ
なるべき倚
きひん
品を集
あつ
　
女をんなじゆんれい
順礼
　　
未いまだなをしらず
知名
　　　
行ゆき
くれて木
こ
の下
した
蔭かげ
を宿
やど
とせば
　　 　　
花はな
や今
こよひ
宵のあるじならまし
　
・
啞ば
方か
三さんじん
人豊
めでたぞろひ
腹揃
　
全
　
本
十五冊
　
爲永春水作歌川國直画
」
　
・
芳ほうくん
薫
功こうわ
話
 好こうぶんしでん
文士傳
 
初編五冊二編五冊
　
春水作
  英泉画
」
丁付なし
【口絵第三図】
― 89 ―（ 89 ）
『貞操婦女八賢誌』
め家
いへ
の四
めぐり
方に並
ならべ
し蒼
ぬりごめ
庫に収
おさ
めつゝ毎
としごと
年の蠧
むしぼし
拂にハ遠
おちこち
近の人
ひと〴〵
々が便
つて
宜
を」もとめて
珎ちんき
器
を
一いつけん
視
なし
度たき
とて
惱うるさき
まで
問と
はれしとぞされバ
巨きよ
萬まん
の
金こがねしろかね
銀
是これ
を
筭かぞふ
る
逞いとま
もなく
金こがねのせい
精
の
發うめく
音
など
四あたり
隣
の
人ひと
ハ
言いひはや
囃
せり
加しかのみならず
旃
田でんえん
園
夥おほ
く
持もちつた
傳
へ
是これ
を
奴ぬひ
婢
等ら
に
農のうぎやう
業
さすれバ
食しよくよう
用
に
價あたい
を
出いだ
さず
八やちよ
千代
の
末すへ
も
這このいへ
家
の
衰おとろへ
る
㕝こと
ハあるまじと
思おも
はぬ
人ひと
もなか
りしとぞ
其そのころ
頃
此こゝ
所
より
程ほど
遠とふ
からぬ
松まつど
戸
といふ
驛えき
の
船ふなつき
着
に
軒のき
を
並なら
べ
し妓
いろまち
院あり戀
こひ
が窪
くぼ
の
おもかげ
を移
うつ
して最
いと
風みやび
雅たる妓
あそび
女も夥
おほ
く都
みやこ
に耻
はぢ
ぬおも
むきハ
後のち
の
世よ
にいたりて
聊いさゝか
似に
たる
風ふせい
情
ハなけれど
昔むかし
ハ
全ぜんせい
盛
の
一ひとくるわ
廓
なりしが
此この
妓ぎゐん
院
の
中なか
に
千ちば
葉
元もと
となん
稱よぶ
樓いへ
に
花はなぎぬ
衣
といふ
妓あそび
女
あり
天てんせい
性
の
容かたち
貌
艶うるはしく
美
沉ちんぎよ
𩵋
落らくがん
雁
閉へいげつ
月
差しう
花くわ
と
（ママ）
唐もろこしびと
人
ハ
賞ほめ
たりけん
美びじん
人
ハ
這これら
等
をいふなるべきか
笑わらひ
を
含ふくめ
バ
海かいどう
棠
の」
１
　露つゆ
を
帯おび
て
咲さき
かゝるに
勝まさ
れり
猶なほ
梅むめ
の
薫かほ
りを
添そへ
て
鴬うぐいす
よりも
清きよ
き
音ねいろ
聲
なれバ
一ひとたび
席
這これ
婦
に
會くわい
する
者もの
ハ
老おひ
人
も
若わかき
輩
も
忽たちまち
に
たましい
を
天てんぐわい
外
に
飛とは
し
命いのち
をだも
輕かろ
んずる
嫖うかれおのこ
士
の
夥おほ
け
れど花
はなぎぬ
衣ハ放
きづい
逸にして愛
あいさう
相を繕
つくろ
はず問
とひ
來く
る客
まろふど
人を強
つれなく
顔
欵もて
待なし
て帰
かへ
しけ
るが
其その
艶えんしよく
色
の
世よ
に
稀まれ
なるを
愛めで
て
猶なほ
懲こり
ずまに
通かよ
ふが
夥おほ
かり
彼かの
真まゝ
間
の
郷がうし
士手
てこな
古奈の三
さふろう
郎も何
いつしか
日此
この
花はなぎぬ
衣に放
うかれ
心て通
かよひぢ
路の数
かず
を重
かさ
ね情
なさけ
を運
はこ
ぶ事
こと
しば〳〵なれど
抑そも〳〵
花はなぎぬ
衣
ハ
財たから
に
懐なづま
ず
恣すがた
の
（ママ）
風みやび
雅
たるに
愛めづる
㕝こと
なけれバ
三さふろう
郎が人
ひとがら
品賎
いや
しからず殊
こと
に黄
こがね
金に富
とみ
たれども更
さら
にうち觧
とけ
たる氣
けしき
色も
なく
不ふあしらい
會訳
の
（ママ）
みなせしとぞ
放それハさておき
下一頭
且こゝにまた
説
市いちかは
河
といふ
里さと
に
森もりした
下
葉は
守もり
とて
劒けんほう
㳒
の
師しはん
範
あり
其その
一いつ
子し
春しゆん
造ぞう
と」いへる
者もの
歳としごろ
齢
二はたち
十才
ばかり
にして容
かほかたち
貌も美
うるは
しく聡
さうめい
明にして温
おんくわ
和なりさハいへ壯
さかり
年におもむけバ
己おの
が
名な
に
呼よぶ
春はる
の
花はな
の
盛さかり
を
思おも
ふ
頃ころ
なるに
四よも
方
の
満やま〳〵
山
笑わら
ひ
初そめ
て
心こゝろ
に
係かゝ
る
白しらくも
雲
と
視み
まがふ
やよひ
生
の
春うかれごゝろ
情
に
他ひと
の
噂うはさ
も
好この
ましく
松まつど
戸
の
里さと
に
移うつ
し植
うへ
たる
櫻さくら
山やまぶき
吹今
いま
を盛
さかり
と聞
きく
からに漫
そゞろあるき
歩行も足
あしもと
元輕
かろ
く或
あるひ
日
廓くるわ
に
趣
おもむき
しが花
さくら
王の盛
さかり
ハ言
いふ
も更
さら
なり物
ものいふ
言花
はな
ハ籬
まがき
の中
うち
に咲
さき
乱みだ
れさも嬋
あてやか
に粧
よそほ
ひ
つゝ
客きやく
待まつ
姿すがた
の種
さま〴〵
々なる天
あまつ
津乙
おとめ
女の人
にんげん
間界
かい
に下
くだ
り遊
あそ
ぶかと疑
うたが
はる夫
そ
が
中なか
にも
一ひとり
個
の
美みやびめ
娼
衣ゐふく
服
の
模もよう
様
もうるはしく
濃こひむらさき
紫
の
衣きぬ
の
綾あや
に
梅うめ
の
折おりえだ
枝と舞
まひあふぎ
扇を彩
いろぞめ
色せしを着
き
たる一
ひときは
際目
めだつ
立全
ぜんせい
盛の阿
あそび
曽美が妙
たへ
なる姿
すがた
を
春しゆんぞう
造
も
暫しばし
時
站たゝず
みて
看みとれ
惚
けるを
彼かの
娼せうぎ
妓
も
外そとも
面
を
看みる
とて」
２
 不ゆくりなく
圖
春しゆんぞう
造
と
顔かほ
を
視みあは
合
せ
何なに
やらん
心こゝろ
ありげに
微ほゝえみ
妓
し
面おもて
の
美うつくし
麗
さ
正まさ
に
花くわげつ
月
を
譬たと
へても
情じやう
の
濃こまか
きハ
這この
妓ぎ
に
不およばず
及
風かぜ
に
誇さそは
引
る
伽きやら
羅
の
薫かほ
りハ
春しゆんぞう
造
の
たましい
を
奪うば
ふされバ
心こゝろ
躊たゆたひ
躇
て
在あり
ける
中うち
に
日ひ
ハ
山やま
の
端は
に
近ちか
く
没おち
て
入いりあい
相
の
鐘かね
を
告つげ
渡わた
れど
廓さと
にハ
時とき
こそいたれりとます〳〵
花ちまた
街
の
賑にぎは
ひつゝ
歸かへりぢ
路
忘わす
るゝ
程ほど
なれども
有さすが
繋
初しよしん
心
の
覚おぼつか
束
なくて
意こゝろ
ハ
後あと
に
引ひか
るれど
堪こら
へて
家いへぢ
路
に
趣
おもむき
しが
是これ
ぞ
惑まど
ひを
發おこ
すべき
因ゐんえん
縁
なるか
春しゆんぞう
造
ハ
其その
性さが
正たゞ
しき
生せいしつ
質
なれども
今けふ
日
烟くるわ
花
にて
不はからず
圖
も
視み
し
おもかげ
の
忘わす
れ
難がた
く
唯たゞ
彼かの
美びぢよ
女
の
顔かほ
ばせの
眼めさき
前
に
厺さら
ず在
ある
如ごと
く思
おも
ひ絶
た 〔へ〕
へんと幾
いくたび
度か胸
むね
の烟
けむ
りを拂
はら
ヘども涙
なみだ
に哽
むせ
ぶ愚
おろか
さを氣
き
ハ
悟つき
ながら
捨すてかぬる
難
戀れんぼ
慕
の
情じやうねん
念
頻しき
りに
發おこ
り
頓やが
て」
心こゝろ
を
決けつ
しつゝ
翌あけのひ
日
も
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松まつど
戸
なる
妓いろまち
院
さして
急いそ
ぎ
行ゆ
き
彼かの
千ちば
葉
元もと
の
樓たかどの
に
案おとない
内
て
如し
此か
〻〴
〵〻
の
衣ゐふく
服を着
ちやく
せし全
ぜんせい
盛の婦
ふじん
人ハと花
くわしや
車に尋
たづぬ
る節
とき
しもあれ彼
かなた
婦も同
おな
じ意
こゝろ
な
りけん問
と
はれて欲
ほし
き面
おもゝち
色の無
はしたなき
端を耻
はぢら
ひながら傍
ほうばい
輩に相
あいかた
方となられじ
とや
却かへつ
て
花くわしや
車
に
咡さゝや
けバ
思おも
ふ
同どち
志
なる
初ういむしろ
筵
さ
ちり
へすへぬ
款もてなし
待
に
最いと
賑にぎ
はしき
㫖おもむき
趣
を
爲なし
たる
後のち
に
花はなぎぬ
衣
ハ
他ひとめ
見
を
深ふか
く
耻はぢ
らひしとぞ
竒めづらし
きかな
這この
美たをやめ
婦
ハ
光ひかる
中ちうじやう
将
をも
見み
かへらず
巨きよまん
萬
の
財たから
宝
も
愛めづ
る
㕝こと
なく
艶えんれい
麗
美びほう
貌
類たぐ
ひなけれど情
なさけ
に疎
うと
き遊
きみ
君なりと䕃
かげごと
言されし程
ほど
なるに今
けふ
日の初
しよくわい
會ハ
例いつも
に變
かはり
て心
こゝろ
を尽
つく
し春
しゆんぞう
造の氣
き
に叶
かな
へんと笑
えま
しげに何
ど
体こ
やら嬉
うれ
しき模
もやう
様
なれバ夥
あまた
の
女めのわらは
童
唄うたひめ
女なんど集
つどひ
會し者
もの
も悦
よろこ
びて」
３   いよ〳〵けう
興をぞ添
そへ
たり
けるがはや夜
よ
も更
ふけ
る頃
ころ
になりて酒
しゆせき
席も大
おほかた
略に鎮
しづ
まりつ閨
ふしど
房へこそハ
伴ともな
はれたり斯
かゝ
りし程
ほど
にうち觧
とけ
て逢
あふせ
瀬も淺
あさ
き所
わざ
爲ならず互
たがい
に語
かた
る縁
え
に
しの
糸いと
の
結むす
び
目め
堅かた
く
誓ちか
ひさへ
初うゐ
見げんざん
参
の
閨ねや
の
戸と
に
兼かねごと
言
泄もれ
なバ
若いかばかり
為
耻はづ
かしからんと思
おも
ふめり斯
かく
て別
わか
れの後
きぬ〴〵
朝に
暁あかつき
恨うら
む鶏
とりかね
鐘も今
けさ
朝よりぞ
して
推おもひや
量
る
丈たけ
も
届とゞ
けど
恋こひごろも
衣
着き
せ
着き
せらるゝ
嬉うれ
しさに
傳うつりが
染匂
思おも
ふ
懸けさうぶみ
想文日
ひ
に幾
いくたび
度か音
おとづれ
信の聞
きか
ま欲
ほし
きが互
たがい
にて雨
あめ
の夜
よ
雪ゆき
の厭
いと
ひなく通
かよ
ふ
ばかりか
花はなぎぬ
衣
も
帰かへ
しともなき
心こゝろ
から
身み
の
爲ため
ならぬと
悟さと
しても
知し
り
つゝ
留とむ
る
居ゐつゞけ
續
に
比ひよく
目
の
契ちぎり
淺あさ
からず
赤まごゝろ
心
明あか
す
嫖まろうど
客
ハ
春しゆんぞう
造
の
外ほか
にあら
ざれど」
【挿絵第一図】
」
４」柳
ながれ
街に立
たつ
る悲
かな
しさハ金
こがね
なけれバ何
なにごと
㕝も任
まか
せぬ
廓さと
の
口くちおし
惜
く
亦また
春しゆんぞう
造
も
一ひとゝせ
年
餘あま
り
通かよ
ひ
詰つめ
たる
夥おほ
くの
費つい
へ
當いま
世
ハ
萬よろづ
【挿絵第一図】目め
うつりの中
なか
に此
この
花はな
あの
梢こずえ
＼万丁連
 兎喬
― 91 ―（ 91 ）
『貞操婦女八賢誌』
に乏
とも
しくなりつ左
さり
有とて馴
なじみ
染重
かさ
ねたる傍
ほうばい
輩なんどハなか〳〵に義
ぎり
理
機はり
強つよ
く
情なさけ
もありて
互たがい
の
事こと
と
憐あはれ
めど
二にかい
階
を
守まも
る
老らうぢよ
女
等ら
ハ
顰しかみつら
面
するのみ
ならず
果はて
ハ
通かよ
ふを
妨いぶせく
嫌
思おも
ひ
出でいり
入
に
関せき
を
構すへ
んとせり
這この
故ゆゑ
に
春しゆんぞう
造
ハ
花はなぎぬ
衣
を
慕した
へども
逢あふ
夜よ
を
我われ
から
憚はゞか
りつゝ
顔かほ
見み
るのみにて
立たちかへ
帰
る
胸むね
苦ぐる
しさの
多おほ
けれど
通かよ
ひし
姿すがた
を
格かうし
子
の
中うち
にハ
知し
らさで
過すぎ
し
夜よ
もありけ
り
係かゝ
りし
程ほど
にこがれ
脳なや
みてやるせなく
一いちにち
日
逢あは
ねば
三さんしう
秋
の
思おも
ひに
増まさ
る
恋こひ
しさに
身み
揚あが
りてふ
所わざ
爲
も
數かづ
を
覚おぼ
へず
紋もんぴ
日
物ものび
日
の
入いりめ
銀
さへ
果はて
し
もあらぬ
憂うき
思おも
ひ
今いま
ハ
着きがへ
替
の
衣いしやう
裳
まで
不たらぬ
足
がちなる
謗そし
」
５  りを
𣴎うけ
て
悔くや
しくあれど
詮せんかた
方
なく
春しゆんぞう
造
も
父ちゝ
の
不ふけう
興
を
蒙かふむ
り
顔かほ
を
合あは
する
㕝こと
ばかり
も
遠とふ
ざかり
行ゆく
悲かな
しさの
中なか
に
便びん
なき
花はなぎぬ
衣
ハ
經つきのもの
水
の
巡めぐ
りも
止とま
り
今いま
ハた
しかに
懐みごもり
たると
推おもひ
量
にけれバ
其その
由よし
を
春しゆんぞう
造
の
許もと
へ
告つげ
送おく
り
全まつた
く
君きみ
の
胤たね
なれバ
出うまれ
産
し
とき
ハ
兎と
よ
⻆かく
よと
兼かね〴〵
々
相かたらひ
談
置おき
ぬれども
任まか
せぬ
浮うきよ
丗
を
かこちつゝ
泪なみだ
のかはく
遑いとま
なし
這この
時とき
真まゝ
間
の
三さふろう
郎
ハ
花はなぎぬ
衣
を
恋れんぼ
慕
して
千ちゞ
々
の
黄こがね
金
を
蒔まき
散ちら
せバ
其その
心こゝろ
にしたがひなバ
春しゆんぞう
造
を
見みつぐ
継
に
便たより
よけれ
ど
川かはたけ
竹
の
身み
に
立たて
難にく
き
松まつ
の
操みさほ
を
張はり
通とふ
し
意ゐぢ
地
強つよ
くして
過すご
したるに
當いま
時
ハ
情おとこ
人
の
爲ため
なりとも
迫せま
りし
時とき
に
折くじけ
てハ
是これ
まで
辛しんく
苦
の
甲かひ
斐
なき
業わざ
と
なりなんのみか
蔭かげこと
言
に
笑わら
はれん
事こと
も
恥はぢ
ならめ
兎と
にも
⻆かく
にも
春しゆんぞう
造
主ぬし
に
克よく〳〵
々
相かたらひ
議
ものせんと
毎ひごと
日
に」
送おく
る
玉たまづさ
章
ハ
認したゝ
めるさへ
目め
に
立たち
て
心こゝろし
知
られし
傍ほうばい
輩
にも
隱かく
すとすれど
顕あらは
るゝ
情なさけ
の
胤たね
を
妊やど
せしまで
言いは
るゝ
怨つらさ
襟
悲かな
しさの
中なか
に
哀あいにく
憎
春しゆんぞう
造
ハ
何なに
はら
立たて
て
在ある
やらん
居ゐたち
立
の
路みち
を
断たつ
のみかハ啻
たゞ
一ひとこと
言の報
かへりごと
文もなさゞる様
よう
になりしかバ花
はなぎぬ
衣ハいたく疑
うたが
ひ
て
偖さて
ハ
不よからぬ
宜
人ひと
在あり
て
讒さかしらごと
言
など
有あり
しゆゑか
譬たとへ
奈いか
可
なる
所わざ
爲
ありとも
一ひとたび
旦
誓ちか
ひし
丈ますらを
夫
の
今いまさら
更
這この
身み
を
捨すて
らるゝハ
余あま
りといへバ
情なさけ
なしと
恨うら
み
ながらも
倩つら〳〵
と
過すぎこし
越
方かた
を
思おも
ひやるに
其その
馴なれそめ
染
の
花はなごゝろ
心
弥やよひ
生
の
空そら
の
空そら
だ
のめ
放うかれごゝろ
心
に
在おは
せしを
妾わらは
のみこそ
惑まど
ひ
入い
る
恋こひ
の
山やまぢ
路
の
露つゆ
深ふか
み
濡ぬれ
たる
名な
さへ
立たて
られて
在ある
ばかりかハ
無とふからず
間日
赤やゝ
兒
も
出もふけ
産
て
二ふたり
個
が
中なか
の
不かはらぬ
変
誓ちか
ひ
になる
事こと
と
樂たのし
む
甲かひ
斐
も
情なさけ
なき
他ひと
の
心こゝろ
と
怨うら
みわび
千ちゞ
々
に
胸むね
をぞ」
６  痛いた
めける
斯かく
まで
思おも
ひ
煩わづら
ひ
居ゐ
る
身み
とも知らねバ
千ちばもと
葉元
の
樓いへ
に
通かよ
へる
客まろふど
人
ハ
多おほかた
分
花はなぎぬ
衣
の
美うつくしき
形
に
放うかれ
蕩
て
戀れんじやう
情
をいどみ
爭あらそ
ひぬ
夫そ
が
中なか
にしも
手てこな
古奈
の三
郎ろう
ハ
雨あめ
の
日ひ
雪ゆき
の
夜よ
の
嫌きら
ひなく
通かよ
ひ
續つゞけ
ていどみしが
今いま
ハ
意ゐきぢ
氣地の憤
いかり
怒を發
おこ
し或
あるひ
日花
はなぎぬ
衣に向
むか
ひて言
いふ
よう奈
いかに
何其
そなた
方ハ何
なにごと
㕝の心
こゝろ
に
障さは
ることありてか一
ひたすら
向に強
つらく
頬ハ動
ふるまひ
靜たまふぞ我
われ
ハ貴
おんみ
嬢を恋
こひそめ
初て此
この
樓や
に問
とひき
來し㝡
さいしよ
初より寔
まこと
の情
なさけ
ハうけねども此
この
身み
の赤
まごゝろ
心を知
し
らせなバ何
いつ
日
ぞハ觧
とけ
て逢
あふ
夜よは
半の雪
ゆき
の翌
あした
日に止
とめ
らるゝ嬉
うれ
しき節
とき
も來
きた
るかと心
こゝろ
を尽
つく
す
を憎
にく
しとのみ扱
あつか
はるゝハ餘
あま
りにも心
こゝろつよ
強しと怨
えん
ずれバ花
はなぎぬ
衣ハ微
ほゝえみ
笑て數
かづ
ならぬ身
み
を左
さほど
程まで戀
した
はせ給ふハ何
いか
ばかり嬉
うれ
しきことに」侍
はべ
れども
斯かう
賤いや
しき川
かはたけ
竹の瀬
せ
にし立
たつみ
身を金
こかね
銀にのみ任
まか
せ侍
はべ
らバ誰
たれ
とてか可
かあい
愛と
看み
たまふ㕝
こと
あらんや又
また
娼けいせい
妓の意
いぢ
地てふものハ財
たから
宝に乏
とも
しき嫖
まろふど
客も心
こゝろ
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の誠
まこと
あるときハ苦
くらく
樂を倶
とも
に誓
ちか
ふこそこれ遊
たはれめ
君の意
ゐきぢ
氣地に侍
はべ
り財
ぬし
主ハ
賤わらは
婦を哀
あはれ
みたまへど妾
わらは
ハ
生しやうがい
涯
金こがね
のために身
み
を任
まか
せても心
こゝろ
をバ任
まか
せ
じものと此
この
年としごろ
來思
おも
ひ定
さだ
めて侍
はべ
るなれ財
ぬし
主にハ他
ひと
に知
し
られたる通
わけしり
家に
て在
おは
すれバ唯
たゞ
這この
上うへ
のお情
なさけ
に妾
わらは
の㕝
こと
を思
おぼ
し止
とま
りて此
この
廓さと
の中
うち
に多
おほ
き遊
あそび
君
の片
かたくな
屈ならで丗
よ
にかしこきがしかも姿
すがた
の
美うつくしく
麗
金こがね
を尊
とふと
み侍
はべ
るのが家
いへ
毎ごと
にはべるから夫
それ
等ら
の許
もと
へ通
かよ
はせたまへ妾
わらは
に尽
つく
させ給ひたる実
まこと
情の
半なかば
分
を
行なし
たまはゞ
奈いかに
何
嬉うれ
しく
貴みこゝろ
意
に
随したが
ひまゐらせ」
７  ざる
婦もの
女
やハ
在ある
べきかならず妾
わらは
が無
なめげ
禮なる言
こと
の葉
は
なりと思
おぼ
したまふな氣
きずい
隨を申が
財ぬし
主
への
寔まことこゝろ
心
にあらぬ
艶やさこと
言
ハ
却かへつ
て
不ふじつ
実
に
思おも
ひ
侍はべ
れバ
艶つや
なく
返いらへ
荅
ま
ゐらすのみ
妾わらは
の
㕝こと
ハなき
縁え
にしと
通かよひち
路
断たゝ
せ給はれかしと
放はな
れ
切きり
し
花はなぎぬ
衣の言
ことば
葉に手
てこな
古奈の三
さふろう
郎ハ其
その
夜よ
も
不こゝろよからず
快
して欝
うつうつ
欝とこそ帰
かへ
りける
【挿絵第二図】
」
斯かく
て
手てこな
古奈
の
三さふろう
郎
ハ
倩
つら〳〵
花はなぎぬ
衣
の
㕝こと
を
案あん
ずれバ
彼かの
遊あそびめ
女
ハ
價あた
ひを
定さだ
めて
西さいもん
門東
とうこ
戸の漂
うかれびと
客に身
み
を任
まか
すべき諚
おきて
ある㕝
こと
を思
おも
はで機
はり
とやら意
ゐきぢ
氣地と
やらん
我わが
侭まゝ
なる
返いらへ
荅
をせしを
是これ
迄まで
温なだらか
厚
に
會あしらひ
釈
しこそ
口くちおし
惜
けれ
我われ
壮としわかく
年
とも
真まゝ
間
の
長ちやうじや
者
と
稱たゝ
へられたる
身み
を
以もつ
て
一いつ
賤せんぷ
婦
の
爲ため
に
耻はぢ
しめ
られ其
その
侭まゝ
に止
やみ
なんや真
まこと
の心
こゝろ
ハ兎
と
も⻆
かく
も吾
わが
一いつたん
旦の情
じやう
を果
はた
し彼
かれ
が意
ゐぢ
地を
折くじ
きもせバ
聊いさゝか
男おとこ
子
の
所わざ
爲
といふべしと
一ひとり
個
心こゝろ
に
問とひこたへ
荅
て
竟つゐ
に
娼くつわ
家
の主
あるじ
に相
かたらひ
議花
はなぎぬ
衣の身
みうけ
請して宿
やど
の花
はな
となして是
ぜひ
非を言
い
はせぬ㕝
こと
こそよ
けれと黄
こがね
金に倦
あか
して千
ちば
葉元
もと
に計
はから
はせ𣴎
うけひき
引難
かね
しを無
わりなく
理押
おしつけ
付種
さま〴〵
々に欺
あざむ
き
すかし頓
やが
て花
はなぎぬ
衣を手
てこな
古奈の家
いへ
に送
おく
りしとぞ」
８
　　
第十四
ノ上
　
籠こもりゐ
居を出
いで
て
春しゆんざうはなぎぬをとはんとす
造花衣爲問
急きふう
雨を除
のがれん
と
圓ゑんつうだいしのどうにやどる
通大士宿堂
下それハさておき
説異条市
いちかわ
河の里
さと
なる春
しゆんぞう
造ハ花
はなぎぬ
衣と深
ふか
く契
ちぎ
り通
かよ
ひ路
ぢ
の繁
しげ
かりしかバ
律りちぎ
義
一いつてつ
哲
なる
父ちゝ
ハ
大おほ
ひに
憤いか
り
竟つゐ
に
便ひとま
室
に
押おしこめ
籠
て
更さら
に
出でいり
入
の
口くち
を
閉とざし
他ひと
人
に
逢あふ
㕝こと
さへも
許ゆる
さねバ
唯たゞ〳〵
々
欝うつ
情じやう
に
迫せま
り
居ゐ
たりしが
此この
程ほど
風ほのか
聞
に
花はなぎぬ
衣の噂
うはさ
ありて彼
かの
娼せうぎ
妓ハ或
あるひと
人に身
みうけ
請せられて當
い
ま
ハ松
まつど
戸に在
あら
ずとい
ふにぞ
毋はゝおや
親
ハ
其その
由よし
を
夫おつと
に
私さゝやき
語
漸やうや
く
春しゆんぞう
造
の
籠こもりゐ
居
を
許ゆる
させしが
春しゆんぞう
造
ハ
はじめて友
ともだち
人にも出
いであひ
合其
その
身み
の押
おしこめ
籠られて在
あり
し間
あいだ
の㕝
こと
をくわしく聞
きけ
バ
花はなぎぬ
衣
ハ
真まゝ
間
の
里さと
なる
手てこな
古奈
の
三さむらう
郎
に
身み
を
購あがなは
れて
彼かれ
が
別べつそう
荘
に
囲かこは
れて」
在ある
由よし
を告
つげ
られしゆゑ
心こゝろおどろ
驚
き憤
いきどふ
りしが亦
また
倩つら〳〵
と推
おしはか
察るに我
われ
押おしこめ
籠られ
て逢
あふ
㕝こと
を断
たち
しのみか便
たよ
りさへ絶
たへはて
果たりし其
その
中うち
に真
まゝ
間の里
さと
へハ贖
あがな
はれ
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たるか
兎と
にも
⻆かく
にも
花はなぎぬ
衣
の
心こゝろのそこ
底
を
問とひさだ
定
めて
實じつ
と
不ふじつ
実
を
知し
るべきのみと
思しあん
案
を
極きわ
め
或あるひ
日
何なにげ
氣
なく
家いへ
を
出いで
て
真まゝ
間
の
里さと
へ
行ゆき
たりしが
折おり
から
秋あき
の
頃ころ
なれバ
空そら
定さだ
めなき
雲くも
の
色いろ
忽たちまち
地
に
結かきくもり
陰
て
雷いかづち
の
音おと
ひゞきわたり
雨あめ
俄にわか
に
ふり
出いで
て
凌しの
ぐ
便よすが
宜
もあらざれバ
彼かなた
方
此こなた
方
を
見みまは
廻
しながら
喘あへぎ〳〵
々
走はし
りつゝ
途みち
の
行ゆくて
路
の
辻つぢだう
堂
に
漸やう〳〵
々
と
欠かけいり
入
て
濡ぬれ
たる
衣き
を
ぬ
絞しぼ
りなんどし
幽かすか
に
照てら
す
燈とうめう
明
に
唯とみれ
看
バ
篇がく
額
にハ
金きんじ
字
をもつて
圓えんづうかく
通閣
の
三さんじ
字
を
写うつ
せり
正まんなか
中
の
須しゆ
壇だん
の
み
上うへ
なるハ
海ゑびぢやう
老錠
かけたる
一ひとつ
筒
の」
９  厨づし
子
なり
春しゆんぞう
造
ハ
心こゝろ
に
思おも
ふ
様よう
日ひごろ
来
信しん
じて
利りやく
益
を
祈いの
れバ
只たゞ
仮かりそめ
初
に
雨あめ
を
凌しの
ぐにも
救ぐせ
世
大だいひ
悲
の
觀くはんおん
音
薩さつた
埵
の
御みだう
堂
にこ
そハ
入いり
しならん
這こ
ハ
有あり
がたしと
三さんぱい
拝
しつゝ
探さぐ
る
手てもと
元
に
線せんかう
香
の
落おちちり
散
たる
を
拾ひろ
ひとり
火ひ
を
移うつ
して
是これ
を
捧さゝ
げ
普ふもんぼん
門品
を
唱とな
へながら
雨あめ
の
晴はる
るを
待まち
わび
たるにます〳〵
烈はげ
しく
し
ふり
きり
雷いなづま
光
ハ
草くさ
の
葉は
を
映てら
し
霹へきれき
靂
耳みゝ
を
劈つんざ
くにぞ
弥いよ〳〵
々
神しんじゆ
咒
數すひやつぺん
百篇
誦となへゐ
居
たるに
不ふしぎ
測
や
頻しき
りに
睡ねむり
魔
を
催もよほ
しけるが
此このとき
外そとも
面
に
人ひと
の
おもかげ
してけれバ
何なにもの
者
なるかと
伺うかゞ
ふ
所ところ
に
烈はげし
き
風かぜ
の
吹ふきいり
入
て
燈とうめう
明
を
吹ふきけし
消
たり
春
モシ
何どなた
人
か
知し
らなひが
雨あまやど
舎
りならバ
早はや
く
此こつち
間
へお
這はいり
入
なせへ
私わたし
も
先
か
さつき
ら
此こゝ
所
で
霽はれま
間
を
待まつ
て
居ゐ
」ます
ト
いヘど
外そとも
面
に
在ある
人ひと
ハ
答へんじ
面
もなさ
でしづかなるが唯
たゞ
然
さめ〴〵
と泣
に
なくてい
てまた赤
あかご
子の泣
なきごゑ
聲聞
きこ
へけれバ春
しゆんぞう
造ハ
甚はなはだ
あやしみかゝる
夜やちう
中
に
嬰みどりご
兒
を
抱いだ
きて
來きた
るハ
何なにゆゑ
故
と
思おも
ひながらも
透すか
し
見み
て
春
モシ
くらやみでわからなひがたしか
婦ぢよちう
人
と
見み
うけましたがな
ぜ
此こつち
方
へハお
這はいり
入
なさいません
子
ハヽア
聴きこへ
た
私わたし
一ひとり
個
だから
此こん
様
な
所ところ
で
男おとこ
と
女おんな
の
對さしむかひ
座
ハうしろぐらひ
所わざ
爲
だと
思おも
ひなさつてか
子
決けし
て
私わた
しやァお
心こゝろ
をお
置おき
被なさるよう
成様
な
者もん
ぢやァござゐません
サア〳〵
御ご
遠えんりよ
慮
なしに
此こゝ
所
へ
這はいつ
入
て
乳ちゝ
をお
上あげ
被なせへ
成
其そこ
所
に
居ゐ
なさつたといつても
他ひと
人
が
難なんぴ
否
をいふ
日ひ
にハ
同おな
じ
㕝こと
だ
サア
モシ
濡ぬれ
なひ
中うち
に
此こつち
方
へお
這はいり
入
被なさい
成
ナ
ト
」
10  言いは
れて
漸やうや
く
堂だう
の
中うち
へ入
いりきた
來り春
しゆんぞう
造の前
まへ
に彳
たゝず
みしばらく言
ことば
葉もなか しが涙
なみだ
をうかめて
か（ママ）
悲かな
しき
聲こゑ
にて
女
モシ
春しゆん
さんおなつかしふござゐます
ト
いふ
聲こゑ
聞きい
て
春しゆんぞう
造
ハうち
驚おどろ
き
春
ヲヤ
左さう
様
言いふ
聲こゑ
ハ
花はなぎぬ
衣
かへ
何どう
様
して
マア
此この
雨あめ
の
夜
ふるばん
に
此こん
様
な
所ところ
へ
來き
たのだ
ノウト
言いへ
バ
花はなぎぬ
衣
ハしほ〳〵としていとゞ
哀あは
れな
涙なみだこゑ
聲
 花
アノ
ウ
先いつそか
日
お
前まへ
に
別わか
れてから
子
思おも
ひがけなく
他ひと
人
に
請うけだ
出
されて
私わち
きやァ
モウ〳〵
何どんな
様
に
苦くらう
労
を
仕し
ますだらふ
其その
前あとさき
後
の
㕝こと
を
文ふみ
に
書かい
てお
前まへ
さんの
所とこ
へ
知し
らせて
上あげ
ても
使つかひ
の
人ひと
がお
目め
にかゝる
㕝こと
も
出でき
來
なひければ
文ふみ
をあげるたよりもなひと
言いつ
て
帰かへ
つて
来き
ますしお
前まへ
さんの」
方ほう
からハ
些ちつと
も
便たよ
りをしてハお
呉くれ
でなひから
相さうだん
談
をする
人ひと
ハなし
死し
なふと
思おも
つて
もお
前まへ
の
胤たね
の
赤ねんねへ
子
が
中
おなか
に
居ゐ
ると
思おも
ふと
慈かあい
愛
そふでそれも
出でき
來
ませず
其そのうち
中
にハ
何どう
様
かしてお
前まへ
に
逢あは
れることもあらふかと
詮しかた
方
なしに
廓あつち
をバ
出で
ましたけれども
始しゞ う
終
これまで
病びやうき
氣
だと
言いつ
て
別りよう
荘
の
方ほう
に
煩わづら
つて
居ゐ
る
様よう
に
寐ね
てばつかり
居お
りましたハ
春
ヱヽ
それハ
マア
とんだ
㕝こつ
たそして
今こんや
夜
ハ
何どう
様
して
此こゝ
所
へ
來き
たのだ
何なん
にしても
安こゝ ろ
心
ならなひわけだ
ノ
ウ
花
サア
夫それ
から私
わちき
の心
こゝろ
にハ種
いろ〳〵
々と考
かんが
へて何
どう
様ぞ此
この
赤
こ子を産
うみおと
落してからお前
まへ
の
― 94 ― （ 94 ）
方ほう
へ
上あげ
て
其その
後ゝ ち
に
自じがい
害
でも
仕し
ませうかと
思おも
つても
私わちき
がお
前まへ
を
戀こ
ひ」
11  慕した
つて居
ゐ
ますのハ身
み
の勝
かつて
手今
いま
居ゐ
る所
とこ
の三
さん
さんが澤
たんと
山金
かね
を出
だ
してお呉
くれ
の
上うへ
に長
なが
く別
べつそう
荘に居
ゐ
て世
せわ
話になると猶
なほ〳〵
々恩
おん
を仇
あだ
で返
かへ
す様
よう
になつて罪
つみ
が
深ふか
くなりますから些
ちつと
も早
はや
く死
し
んで仕
しまつ
舞てお前
まへ
さんにも疑
うたがは
れなひ様
よう
三さん
さんにも長
なが
く恩
おん
にならなひ様
よう
にと覚
かくご
悟を仕
し
ましたらバ夫
それ
を推
さとら
量れて
刄は
ものでもなんでも側
そば
にあるものを採
とりあげ
上られて昼
ちうや
　
夜側
そば
に番
ばん
をする人
ひと
がありますから
命いのち
を
捨すて
る
㕝こと
も
出でき
來
なひ
苦くる
しさを
マア
よく
察さつ
してお
呉くん
なさいまし
夫それ
だけれどもお
前まへ
さんもまた
何どん
様
なに
御お
家うち
がむづかし
くッても
一いちど
度
や
二にど
度
ハ
便たよ
りが
出でき
來
そふなものだと
恨うらん
で」
【挿絵第三
図】
」
12  居お
りましたハ
春
左さう
様
いふ
㕝こと
ならバ
恨うら
んだも
尤もつとも
だが
此おゐら
身
の
方ほう
もなか〳〵自
じゆう
由に便
たよ
り所
どころ
か一
ひとま
間の中
うち
へ押
おしこめ
込られて出
でぐち
口へ錠
ぢやう
を〆
しめ
て置
おか
れたものヲ
春
ヲヤ
左さう
様
でござゐましたか
夫それ
でハ
文ふみ
を
上あげ
ても
届とゞ
かなひ
はづで
有あり
ました
子
ヱ
それから
ア
ノ
ウ
私わたくし
ハ
是せひ
非
死しの
ふと
思おも
つても
衞まもりて
護人
が
居ゐ
ますので
夫それ
も
叶かな
はなひのを
漸やう〳〵
々
と
透すき
を
看み
あはせて
存おもひ
念
を
果はた
して
春
ヱヽ
花
ちりの
浮うきよ
世
を
跡あと
に
看み
て
觀くわんおん
音
さまの
淨じやうど
土
とやらへ
徃わうじやう
生
をと
願ねが
ふ心
こゝろ
にあきらめても引
ひきもど
戻される煩
ぼんのう
脳ハ忘
わす
れかねるお前
まへ
の㕝
こと
まこと
に
苦くる
しい
今いま
の
身み
をよく
マア
察さつ
してお
呉くん
なさゐ
ヨト
さも
哀あは
れげに
見み
へに
ける」
13
【挿絵第三図】節せつぎ
義の一
いちねん
念
春しゆんざう
造
に赤
せきし
子を渡
わた
す
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第十四
ノ下
　
花はなぎぬ
衣
赤みどりこ
子
を
春しゆんざう
造
に
令いだかして
抱
去さる
慈じけい
兄
悔くやみ
て
春しゆんざう
造
に
語はなぎぬのことをかたる
花衣事
再さても
説花
はなぎぬ
衣ハ涙
なみだ
に哽
むせ
びて在
あり
けるがそも愛
あいぢやく
着ハ他
ほか
ならず誓
ちか
ひし言
こと
を忘
わす
ら
れぬ
君きみ
の
面おもかげ
影
眼め
に
付つき
て
正しやうねん
念
を
妨さまた
ぐる
絆きづな
となり
悶もだ
へ
苦くる
しむ
折おり
からに
胎つき
順不
たらで
足も平
やす〳〵
安と生
うまれ
産たりしハ是
これ
這この
兒ちご
健すこやか
にして
骨たくましく
逞
久ゆくすへ
後君
きみ
の爲
ため
に
もと
觀くはんおんぼさつ
音
菩薩
に
願ねが
ひを
立たて
暫しばらく
の
遑いとま
給たまは
りて
今こよひ
夜
僥さいわひ
倖
妾わらは
が
故ゆゑ
にと
嬉うれ
しくも
亦また
難ありがたく
有
御みこゝろ
心
を
腦なや
まし
給たま
ひ
這こゝ
所
へ
來き
まして
在おは
する
由よし
を
知し
る
㕝こと
の侍
はべ
りしかバ這
この
赤ちご
子を与
わたし
逓參
まゐ
らせんと斯
かく
ハ黄
よみぢ
泉を漸
やう〳〵
と顕
あら
はれてこそ
參まゐ
りしなり愿
ねが
ふハ這
この
兒こ
を養
やしなひ
育給
たま
ひて」哀
あは
れとハ見
み
給へかし妾
わらは
ハ草
くさば
葉
の䕃
かげ
よりして他
よそ
所ながら守
まもり
となり赤
やゝ
　
子の身
み
に添
そ
ひ侍
はべ 〔り〕
りなん餘
なごり
波ハ尽
つき
ぬ言
こと
の葉
は
に君
きみ
の御
み
聲こゑ
の魂
たましい
に染
そみ
て弥
いよ〳〵
々輪
りんゑ
廻にさまよひ迷
まよ
ひの種
たね
とハな
り
侍はべ
る
女おんなごゝろ
心
の
淺あさま
間
しや
大だいじ
慈
大だいひ
悲
の
の
ぼさつ
誓ちか
ひハ
廣くはうだい
大
無むりよう
量
に
在まし
ませ
ども自
みづか
ら着
ぢやく
し自
みづか
ら執
しう
する煩
ぼんのう
腦の魔
ま
に迷
まよ
ふをバ救
すく
はせ給ふ方
てだて
便なしと
や
聞きく
ハ
寔まこと
か
悲かな
しさに
我われ
から
苦くる
しむ
地ぢごく
獄
の
責せめ
今いま
ハいとまを
告つげ
參まゐ
らす
後ごせ
丗を吊
とむら
ひ賜
たま
はりねと言
いふ
かと思
おも
へバ幻
まぼろし
の恣
すがた
ハ
（ママ）
消き
へて烟
けむ
りのごとくは
かなき
影かげ
に
春しゆんぞう
造
ハ
赤ちご
子
を
抱いだき
て
半はんきやうらん
狂乱
歎なげ
き
悲かな
しむ
耳みゝ
の
元もと
に
最いと
も
妙たへ
なる
御み
聲こゑ
にてやよ
春しゆんぞう
造
安おちゐ
堵
て
聞き
け
汝なんじら
等
夫ふうふ
婦
の
信しん〴〵
心
に
依よつ
て
我わが
圓えんづう
通
の
神しんりき
力
を
加くわ
へ
愿ねが
ひを
叶かな
へ」
14  とらするぞと
聞きく
よりこれハと
驚おどろ
き
覚さむ
れバ
惣そうしん
身
すべ
て汗
あせ
を流
なが
し仮
うたゝね
寐の梦
ゆめ
にてありけれバ四
あたり
辺を看
み
るに此
この
時とき
ハ雨
あめふり
止やみ
て月
つき
明あか
く千
ちぐさ
草の虫
むし
の音
ね
哀あは
れを漆
そ
へ淋
さみ
しさいはん方
かた
なき折
おり
不ふしぎ
測や赤
おさなご
子の泣
なく
聲こゑ
側かたはら
に
聞きこ
へけれバ
再ふたゝび
度
驚おどろ
きこれを
見み
るにまさしく
夢ゆめ
に
見みとめ
留
たる
赤おさなご
子
に
替かはら
ねバ
春しゆんぞう
造
ハまづ
抱いだ
き
上あげ
いたはりながら
倩つく〴〵
と
考かんが
ゆるに
疑うたが
ふ
㕝こと
なく
正まさゆめ
夢
にて
花はなぎぬ
衣
ハ
我われ
を
慕した
ひ
貞ていせつ
を
立たてとふ
通
し
三さふらう
郎
へハ
言いひわけ
訳
尽つき
て
竟つゐ
に
自じがい
害
をなせしもの
然さ
るにても
我わが
胤たね
を
身み
にやどせしを
筭かゞな
ふれバ
八やつき
月ばかりに りもやせん在
かゝ れ
斯バ是
これ
ぞ我
わがこ
兒にして戀
こひ
しき妻
つま
の像
かたみ
見な
り噫
あゝ
我われ
ながら愚
おろか
なりき押
おしこめ
籠られて在
あり
つる中
うち
も密
ひそか
に脱
ぬけいで
出逢
あひ
まみえ」縡
こと
の子
しさい
細を語
かた
り聞
きか
せ彼
かれ
が浮
うきみ
身の動
ありさま
靜をも問
と
ひ慰
なぐさめ
んと思
おも
ひしハ幾
いく
百もゝたび
度の
㕝こと
なりしがよしや
人ひと
にハ
知し
れずとも
父ふぼ
毋
の
憤いか
りを
恐おそれげ
氣
なく
私しじやう
情
を
身みまゝ
侭になさん㕝
こと
人ひと
たる道
みち
にあるべからずと戒
いまし
め過
すご
して悔
くや
しけれと言
いひ
てかへらぬ
繰くりこと
言
なるか
遮
さもあらバあれ
莫
花はなぎぬ
衣
が
幽ゆうこん
魂
宙ちうう
宇
に
迷まよ
ひ
居お
らバ
我わが
言いふ
㕝こと
を聞
きゝ
ねかし早
はや
く逢
あひまみへ
相見ざりしハ千
ちたび
般百
もゝたび
悔くゆ
るとも又
また
甲かひ
斐もなき所
わざ
爲
なれバ唯
たゞ
此このうへ
上ハ何
なにごと
㕝も定
さだ
まる前
ぜんぜ
丗の宿
しゆくごう
業と思
おも
ひあきらめ一
つゆ
毫ばかり
も陽
このよ
世に念
ねん
を止
とゞめ
ずして常
つね
に信
しん
ずる觀
くはんぜおん
世音の現
げん
に在
いま
せる南
なんかい
海の補
ふだらく
陀落
淨じやうど
土へ徃
わう
生ぜう
せよ夫
それ
人にんげん
間の霊
れい
たるや天
あめつち
地の間
あいだ
に生
しやう
たる物
もの
の長
おさ
とするハ
正たゞ
しき
道みち
の
教おしえ
を
立たて
能よく
行おこな
ひを
糺たゞ
すが
故ゆゑ
なり
然しか
るにおん
身み
の」
15【挿絵第
四図】
貞ていさう
操
ハ
古こゝ ん
今
の
賢けんぢよ
女
の
類たぐ
ひに
耻はぢ
ず
最いと
清いさぎよき
潔
所わざ
為
なれども
物もの
に
着ぢやく
しておろかなる心
こゝろ
を穢
えと
土に殘
のこ
す
とき
ハ正
しやうくわ
果の端
はし
をも得
う
る㕝
こと
なく三
さんあくだう
惡道
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へ
墮だらく
落
せん
然さ
ハ
言いへ
此この
身み
も
其そなた
方
故ゆゑ
に
迷まど
ひて
這こゝ
所
へ
來き
しものなれバ
正せいり
理
を
説とく
も烏
おこ
呼がましけれど聖
ひじり
僧の言
ことば
葉を仮
かよう
用しておん身
み
の爲
ため
に諭
さと
すべし
夫それ
執しうぢやく
着
の
念ねん
に
依よつ
て
幻まぼろ
しの
を
かげ
あらはし
在かゝ る
斯
所たぐひ
為
の
㕝こと
あるハ
ら
めづ
しか
らぬ
業わざ
ながら
迷まよ
ふも
悟さと
るも
毫がうまつ
末
の
境さかい
なり
凡およそ
生いき
とし
活いけ
るものハ
独ひとり
生うま
れて
獨ひとり
死し
す
ぶ
の
ゆう
一いちご
期
槿きんくわ
花
の
榮さか
へかならずしも
羨うらや
むべからず
我わが
身み
も
今いま
より
桒よすてびと
門
の
數かず
に
入いり
貴おんみ
嬢
の
爲ため
に
菩ぼだいしん
提心
を
發おこ
し
後ごしやう
生
善ぜんしよ
所
の
供くやう
養
を
なさん
又また
此この
赤ちご
子
ハ
兎と
も
⻆かく
もはかりて
養やしな
ひ
壮すこやか
健
に」
16  成せいちやう
長
なさせ
丗よ
に
立たつ
べし左
さ
もある
ハ
とき
有うゐ
為の浪
なみ
寄よせ
てハかへる風
かぜ
さはぐ娑
しやば
婆に心
こゝろ
を止
とゞ
む
ハ益
えき
なし夫
それ
悟ごだう
道の歌
うた
にも説
きく
よしあり
　　　
さま〴〵にたくみし桶
おけ
の底
そこ
ぬけて
　　　　　　　　　　　
水たまらねば月
つき
もやどらず
思おも
へかし悟
さと
れかし四
しだい
大一
ひとたび
破は
して且
かつ
何なに
にか
よら
ん二
にき
氣散
さんらん
乱して更
さら
に一
いち
物もつ
なしとハ説
とき
給ひぬ佛
ぶつくわ
果を得
え
よや花
はなぎぬ
衣と在
いま
すが如
ごと
く繰
くり
かへし南
なむ
無大
だい
悲ひ
圓えんづう
通薩
さつた
陲たすけ給へ 念
ねん
じつゝ赤
みどりご
子を肌
はだ
に掻
かき
抱いだ
き念
ねん〳〵
々魂
ころ
路とやう
たふ
鳥どり
妻つま
ハ
空そら
にて
血ち
の
涙なみだ
係かゝ
る
所ところ
を
跡あと
に
見み
て
其その
身み
も
泪なみだ
の
露つゆしづく
雫
力ちから
な
く〳〵真
まゝ
間の里
さと
の手
てこな
古奈が構
かま
へし別
べつそう
荘へ尋
たづね
」いたりて三
さふらう
郎に對
たい
面め
な
したきおもむきを叮
ていねい
嚀に言
いひ
入いれ
けれバ彼
かの
人ひと
も邪
じやき
氣に障
さは
られ二
にさん
三日
にち
實い
家へ
にかへらず
這この
別べつそう
荘
にうち
臥ふし
てありけるが
春しゆんぞう
造
の
頼たのみ
を
𣴎うけひき
諾
やがて
一ひとま
間
に
請せう
じ
じ
候こう
の
挨あいさつ
拶
に
及およ
びしかバ
春しゆんぞう
造
ハ
遠えんりよ
慮
ながらも
花はなぎぬ
衣
の
身み
の上
うへ
の㕝
こと
を問
と
ふに三
さふらう
郎ハ不
ふけう
興なる体
てい
もなく奈
いか
何にせしか眼
め
に涙
なみだ
をう
かめ
三
イヤ
其その
花はなぎぬ
衣
ハ
昨きのふ
日
の
夕ゆふがた
方
不ふびん
便
の
㕝こと
をいたしました
ト
前ぜんご
後
の
㕝こと
をくはしく
語かた
り
三
よく〳〵
思おも
ひ
迫せま
つたことか
側そば
に
人ひと
のなひ
折おり
をう
かゞつて
庭には
の
古ふるゐ
井
へ
身み
を
投なげ
て
哀あはれ
な
㝡さいご
期
を
仕し
ました
ト
聞きい
て
此こなた
方
ハ
左さ
も
あらんと
兼かね
て
覚かくご
期
ハ
有あり
ながら
又また
今いまさら
更
に
胸むね
轟とゞろ
きしばらく
言ことば
葉
もなか
りしが
漸やうや
くに
心こゝろ
を
鎮しづ
め
三さふらう
郎
へ」
17  向むか
ひ
只ひたすら
向
に
不ふえんりよ
遠慮
なるを
詫わび
て
身み
を
卑ひげ
下し彼
かの
花はなぎぬ
衣の許
もと
へ通
かよ
ひ初
そめ
しより昨
さくや
夜の夢
ゆめ
のことまでもくわ く語
かた
り
春
お
心こゝろ
に
障さは
ります
様よう
な
㕝こと
をなが〳〵しく申てさぞ
傍かたはら
の
思おも
はくもと
御お
立
はらたち
でござゐませうがお
心こゝろひろ
廣
い
御ごきりよう
器量
と
𣴎うけたま
はつて
居おり
ますゆゑそ
【挿絵第四図】撫子にかゝる涙や楠のつゆ
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れにあまへて
段だん〳〵
々
の
㕝こと
をもお
咄はな
し申ます
何なにとぞ
卒
失しつれい
禮
を
御ごめん
免
被なさつ
成
て
此この
上うへ
ハ
よろしく
御ご
才さいかく
⻆の
御お
差さしづ
圖
をもお
願ねが
ひ申
度たふ
ござゐます
ト
しほ〳〵とし
て
物ものがたり
語
懐ふところ
中
に
抱いだ
きし
水みづこ
子
を
見み
するほどに
三さふらう
郎
をはじめ
側かたはら
に
居おり
合あふ
人ひと
も
膽きも
を
消け
し
寄よりつど
集
ひつゝ
是これ
を
見み
るに
児ちご
ハ
眠ねむ
りてありつるが
此この
物ものおと
音
にうち
驚おどろ
き
一ひと
聲こゑ
髙たか
く
泣なき
出いだ
せバ
三さふらう
郎
ハその
始しゞ う
終
嘆たんそく
息
のみに
在あ 〔り〕
り」けるが
思おも
ひ
付つき
て
横よこで
手
を
打うち
三
イヤ
しかし
丁ちやうど
度
いゝ
幸さいは
ひな
㕝こと
が
有あり
ます
此この
別りよう
荘
の
畄るすゐ
守居
に
頼たの
んで置
おく
夫ふうふ
婦者
もの
が長
ながや
家内
うち
に居
ゐ
ますが十
とふか
日ばかり以
あと
前に産
さん
をして乳
ちゝ
が
多たいさう
分
に
出で
て
困こま
るといふ
事こと
だ
マア〳〵
早はや
く
乳ちゝ
を
呑のま
せるがよからふ
春
へイ
夫それ
ハ
實まこと
に
這この
兒こ
の
僥さいはひ
倖
でござゐます
左さよう
様
ならバ
何どうぞ
卒
仰あふせ
にしたがひま
して
三
ナニ〳〵
ちつとも
御ご
遠えんりよ
慮
なさる
㕝こと
ハない
ト
直すぐ
さま
乳ちゝ
ある
人ひと
を
呼よ
び其
その
児こ
に乳
ちぶさ
房を含
ふく
ますれバ最
いと
嬉うれ
しげに吸
す
ふ風
ふぜい
情愛
あい
らしくもまた哀
あは
れ
なり
三
サテ
モシ
まづ
此この
児こ
をバ
此この
内かみ
宝
さんに
任まか
して
置おい
て
マア
奥おく
へお
出いで
なせ
へまだ
種いろ〳〵
々
と
深ふか
ひお
咄はな
しを
仕したい
度
㕝こと
もあるから
ト
春しゆんぞう
造
を
奥おく
へ
伴ともな
ひ」
18  密ひそ
やかなる
間ま
に
入い
りて
傍かたはら
へ
人ひと
を
近ちかづけ
付
ずして
膝ひざ
をすゝめ
三
トキニ
モシ
春しゆんぞう
造
さん
花はなぎぬ
衣が死
なく
厺なつ
た所
ところ
で斯
かう
言いひだ
出すと外
ぐわいぶん
聞を
く
わる
仕し
まひと思
おも
ふ屓
まけおし
惜みで虗
こしらへごと
言
を
言いふ
かと
疑うた
がはれる
訳わけ
だが
實じつ
ハ
左さう
様
いふ
㕝こと
でなひから
能よく
聞きゝわけ
解
てお
呉くん
被なせへ
成しかし他
ひと
人に氣
け
どられまひと余
あんま
り深
ふか
く遠
えんりよ
慮を仕
しすご
過してまだ昨
きのふ
日
までも
花はなぎぬ
衣
にさへ
私わたし
の
実じつゐ
意
を
明あか
さなひから
墓はか
なひ
死し
をも
遂とげ
させた
後こうくわい
悔
の
㕝こと
だが
子
正しやうぢき
直
に
言いふ
と
私わたし
が
花はなぎぬ
衣
を
身みうけ
請
したのハ
浮うはき
氣
な
㕝こと
でも
なけれバ意
ゐぢ
地づくと言
いふ
でもなし其
その
㝡はじめ
初からお前
まへ
が深
ふか
く言
いひ
約かは
束したお
人ひと
だとハ
知し
つて
居ゐ
ましたがお
前まへ
が
親おやご
御
の
立
はらたち
を
請うけ
て
押おしこめ
込
られて」
居ゐ
被なさる
成㕝
こと
を聞
きゝ だ
出して花
はなぎぬ
衣が辛
しんく
苦の不
ふびん
便さに身
みうけ
請をして此
こゝ
所へ置
おい
たの
ハ
頓やが
てお
前まへ
の
勘かんき
氣
同どうぜん
前
な
不ふしゆび
首尾
も
直なほつ
て
内ないぐわい
外
のことも
済すん
だらバ
其その
時とき
何どう
様かしてお前
まへ
にお目
め
に係
かゝ
つて相
さうだん
談をして花
はなぎぬ
衣をお前
まへ
の女
にようぼう
房に持
もつ
て
お
貰もら
ひ申さふと
底したごゝろ
心
を
定さだ
めて
居ゐ
ましたが
ト
聞きい
て
春しゆんぞう
造
ハ
眉まゆ
にしはを
寄よ
せ
春
何なに
か
深ふか
ひ
思おぼ
し
召めし
の
在あ
つた
㕝こと
でもござゐませうが
廓さと
に
勤つとめ
た
花はなぎぬ
衣
を其
その
様よう
に御
ごふびん
不便を加
くわ
へられますお心
こゝろ
の底
そこ
ハ何
どう
様言
いふ
御ご
思しあん
案から出
で
まし
た
㕝こと
か
何なにぶん
分
私わたくし
にハ
思おも
ひ
寄よ
られません
㕝こと
で
三
されバ
サ
それを
滅めつた
多
に
ハ
口くち
へ
出だ
して
言いは
れなひ
理わけ
があるゆゑに
是これ
まで
少すこ
しも
人ひと
に
知し
らさずに
置おき
ましたが
ト
四あたり
辺
を
見み
」
19  廻まは
し
小こごゑ
聲
になり
春しゆんぞう
造
の
側そば
に
寄より
三
モシ
寶じつ
ハ
花はなぎぬ
衣
ハ
私わた
しの
爲ため
に
はら
がはり
の
いもと
でござゐます
ゼ
春
ヱイ
スリヤ
アノ
真まゝ
間
の
長ちやうじや
者
と
世よ
に
聴きこ
へた
其その
許もと
さまの
御おいもふと
で
コレハ〳〵
存ぞん
じがけなひ
花はなぎぬ
衣
の
身み
の
素すじやう
生
三
兄あに
の
身みぶん
分
で
妹いもと
とも
知し
らせず
過すご
した
其その
子しさい
細
ハ
一いつちやう
朝
一いつせき
夕
のお
咄はな
しに
ハなりかねますが
大あら〳〵
略
お
聞きか
せ申ますから
他ひと
人
に
知し
られて
被ください
下
ます
ナト
これより
手てこな
古奈
の
三さふらう
郎
ハ
其その
身み
の
所しよぞん
存
家かない
内
の
始しまつ
末
をくわしく
春しゆんぞう
造
に
物ものがた
語る這
こ
ハまだ最
いと
も長
なが〳〵
々しく看
みるひと
官倦
あき
もしたまふならんと一
しばらく
休はなし
を次
じへん
編にゆづる是
これ
六ろく
の巻
まき
に記
しる
したる石
いしはま
濱の於
おかめ
亀が父
ちゝ
の傳
でん
なれバ後
のち
に
此この
條くだり
下を繰
くり
かへし照
てら
し合
あは
せて看
み
たまへかし」
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貞ていさうをんなはつけんし
操婦女八賢誌二
に
輯しう
 卷之二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
東都
　　
狂訓𠅘主人編次
　
　　
第十五
　
妬とふ
婦
身
みごもりて
正ほんさいに
室
仇あた
す
聖ひじり
法ほうりき
力を以
もつ
て霊
れう
を鎭
しづむ
再またとく
説
そも〳〵
花はなぎぬ
衣
の
素すじやう
生
を
悉くわしく
細
こゝに
尋たづ
ぬれバ。
其その
爺てゝおや
親
ハ
左さもん
門
と稱
となへ
て則
すなは
ち手
てこな
古那三郎が実
じつぷ
父なり毋
はゝ
ハ左門が妾
めかけ
にて名
な
を三
みわぎ
輪木とぞ
呼よば
れけるされバ花
はなぎぬ
衣ハ三郎と
変
はらがは
りの兄
けうだい
なりさて彼
かの
三みわぎ
輪木ハ真
まゝ
間
の
里さと
なるいと〳〵
貧まづ
しき
者もの
の
娘むすめ
なりしが
容かほかたち
皃
の
美うるはし
色
きに
依より
て
年とし
齢
十七八歳
はち
の
（ママ）
頃ころ
より白
しらびやうし
拍子の業
わざ
を勤
つと
め諸
しはう
方の人
ひと〴〵
々に招
まねか
れ行
ゆき
酒しゆえん
宴の」
興けう
を催
もよふ
しつゝ細
ほそ
き烟
けふ
りを立
たて
たりしが父
ちゝ
ハ早
はや
く死
みまかり
亡て毋
はゝ
のみ一
ひとり
人ちから
草ぐさ
老おひ
ゆく末
すゑ
の遠
とふ
からぬに
しばし暫
なりとも安
よをやすく
樂やしなはんとの心
こゝろ
にや兼
かね
てより手
てこな
古那左
さもん
門が彼
かれ
是これ
と不
ふびん
便を加
くは
えしゆゑ頓
やが
て妾
てかけ
となりつるが左
門にハ夲
ほんさい
妻あれバ
を
を
り
見みあは
合せて家
かない
内へ入なんまづ夫
それ
までハ毋
はゝ
もろ
とも
今いま
の
家いゑゐ
　
居
を
造ざうさく
作
して
心こゝろおき
置
なく
活くらせ
業
かしと
其その
手
當あて
など
心こゝろづけ
付
何なに
く
れとなく丗
せわ
話すれバなか〳〵に心安
おちい
堵て今ハ酒
しゆえん
宴の席
せき
にも出
いで
ず左
さもん
門
をのみ大
たいせつ
切になをざりならず心を用
もち
ひ月
つきひ
　
日を送
おく
る其
その
中うち
にいつしか左
門の種
たね
子を身
み
に胎
やど
し酢
す
きもの好
この
む三
みわぎ
輪木の風
ふぜい
情母
はゝ
ハ嬉
うれ
しき其
その
中なか
に案
あん
じも」
1  すれバ
耻はづ
かしと
隠かく
す心の
娘むすめ
をさし
置を
き
左さもん
門
に
斯かく
と
告つ
げしか
バ左門も悦
よろこ
び一
ひとかた
方ならず先
さき
にハ夲
つま
妻に男
おのこゞ
子を産
うま
せ愛
めで
度たき
ことに思
おも
ひつ
　
○
 此この
一いつさつ
冊ハ八
はつけんぢよ
賢女がいまだ幼
おさな
くまたハ世
よ
に生
うま
れ出
いで
ざる
とき
の縡
こと
なれ
バ其
その
心こゝろえ
得にて夲
ほんでん
傳と混
こん
じたまふべからず追
おい〳〵
々嗣
じへん
編をよみ給はゞ
委くわ
しく知
し
る由
よし
あれど爰
こゝ
にハ紙
しいん
員の限
かぎり
ありて任
まか
せぬのみか作
さくしや
者の
愚ぐあん
案思
おも
ひ余
あま
つて茟
ふで
動うごか
ず只
ひたすら
管愛
あいこ
顧を愿
ねが 〔ふ〕
と言
いふ
　　　　　　　　　　　　　　　
門人校合
　
狂文𠅘
　
爲永春江○
江
狂詠𠅘
　
爲永春暁○
暁　
貞ていさうおんなはつけんし
操婦女八賢誌二
にしう
輯卷之一
了
」
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れど余
あま
り一
ひとり
人ハ心
こゝろぼそ
細し夫
そ
をまた更
さら
に三
みわぎ
輪木の
懐くわいたい
胎
噂うはさ
を聞
きく
も最
いと
嬉うれ
し
く
じ
も
せつ
いたらバ毋
おやこ
子とも家
いへ
に引
ひき
とり養
ゆしな
ひて一
いつけ
家の栄
さかへ
を倶
とも
になさせ
ん夫
そ
を樂
たの
しみに娘
むすめ
にも心つよく思
おも
はせよと毋
はゝ
にくれ〴〵うちかたら
ひ
猶なほ
三みわぎ
輪木
にハ
睦むつごと
言
の
末すへ
は
斯かう
せん
斯かう
すべしと心の
底そこ
にハ
左さ
ほどまで
思おも
はぬ
㕝こと
も
男をとこ
の
遊いたづら
言
嬉うれ
しがらする
安きやすめ
堵
に
又また
恩おんあい
愛
もかさなりけん
折ときにより
てハ
三四日
或ある
ひハ四五日
日にちや
夜
を
續つゞ
けて三
輪わぎ
木
の
家いゑ
に
起おきふし
臥
して
厚あつ
き
惠めぐ
みの
数かず
そひて」
毋おやこ
子
の
僥さいはひ
倖
大おほ
かたならず
実げ
に
世よのなか
上
の
人ひとこゝろ
心
足たる
に
任まか
せて
物こと
不たらぬ
足
慾よく
ハ利
り
のみか戀
こひ
も又
また
限かぎ
りなけれバ片
かたとき
時もはなれともなきこゝろから
逢あひそめ
初
しより
最いと
深ふか
き
逢あふせ
瀬
を
恨うら
み
猶なほ
不たらず
足
と
我われ
から
罪つみ
をつくるもありて
末すゑ
の
松まつやま
山
浪なみ
も
越こ
す
歎なげ
きとなるが
多おほ
くあり今
此この
條くだり
下
を
讀よみ
たまひて
婦ふぢよし
女子
の
慎つゝしみ
としたまへかし
左門
今けふ
日
ハ
何どう
様
だへ
三
ハ
イ
何なに
も
氣き
もち
ハ
わる
くハご
ざゐませんが
子
身
おなか
の所
せへ
爲か起
たちゐ
居が不
むづかしく
自由ッて行
いけ
ませんハ
左
左さう
様か
夫それ
ハ
何どう
様
しても
太たいぎ
儀
だらふ
ヨ
此おゐら
身
も
何いくら
程
か
案あん
じてハ
居ゐ
るけれども
産これ
道
ばかりハ
男おとこ
にハちつともわからなひ
㕝こつ
た
詮しかた
方
がなひの
ヨ
夫それ
だけ
れども
マア
毋おつかア
人
が
付つけ
て
居ゐ
る」
2  から
一ひと
安あんしん
心
だ
三
ア
ノ
ウ
お
聞きゝ
申
ス
のも申
難にく
ひ
㕝こつ
てござゐますが
子
私わちき
がお
種たね
子
を
首しゆび
尾
よく
平うみ
産
ましたらバ
私わちき
をバ
何なん
にして
被ください
下
ます
ヱ
左
何なん
とハ
身みぶん
分
の
㕝こと
か
三
ハイサ
何どうぞ
卒
御お
部へや
屋
とか
御ご
夲ほんさい
妻
とか申ことを
左
今いま
さら
改
あらたまつ
た
㕝こと
をいふ
ノウ
今いま
でも
家かない
内
の
納なつとく
得
次しだい
弟で（ママ）
何どう
様でも仕
しよう
様ハあるけれど近
きんじよ
隣への遠
えんりよ
慮家
けらい
來の思
おも
はくを難
かね
て
居ゐ
るの
ヨ
妻うち
の
心こゝろ
に
妬ねた
みをする
様よう
な
㕝こと
ハなひけれども
三さんばう
方
四しほう
方
の
氣き
が
揃そろ
はなひと
和なかよく
合
行いか
なひから
マア
モウ
少すこ
し
辛しんぼう
防
して
居ゐ
るが
能いゝ
ト
よ
てい
く
言いひ
て
當いつすん
坐
退のが
れ
三みわぎ
輪木
の
夲うまれつき
性
を
知し
るゆゑに
理りひ
非
を
正たゞ
しく
言いひ
不きかせず
聞
ものやわら
かに
會あしらひ
訳
けれバ
三
それハ
モウ
幾いつか
日
でもお
待まち
申ますが」
子ト
左さもん
門
の
顔かほ
を
看み
つめて
三
アノ子
左
何なん
だ
三
ヲホヽ ヽ ヽ ヽ
アノこれハ
只たゞ
私わたし
が
仮かりそめ
初
にお
聞きゝ
申
ス
のでござゐますが
子
アノウ
御おくさま
夲妻
が
被いらつしやら
御座
ないと
私わたし
の
様よう
な
者もの
でも
正おくさま
室
にして
被ください
下
ますか
左
それハ
今いま
の
様よう
に
妻さい
さへなくハ
其そなた
方
の
行とりなり
儀
次し
 だい
で
何どう
様
ともならふけれど
當いま
時
の
所ところ
でハ
何どう
様
も
詮しかた
方
がなひ
三
左そん
様
な
ら只
たつたいま
今にも恐
おそれ
ながら御
をくさま
正室に若
もし
もの㕝
こと
がござゐましたらバ必
かなら
ず其
その
の
お
言ことば
葉
をおわすれ
被なさい
成
ます
ナヱ
 ト
念ねん
をおしたる
女おんな
の
痴ちじやう
情
左さもん
門
ハ
何なに
と
やら心
こゝろ
に當
あた
れど病
びやうにん
人の氣
き
に障
さわ
らんも如
いかゞ
何なれバ其
その
日ひ
ハ機
きげん
嫌よく家
いゑ
に
帰かへ
りしが
獨ひとり
倩つら〳〵
思おも
ふ様
よう
三みわぎ
輪木の生
せいしつ
質斯
かく
までに癡
かたくな
なりとハ」
3  推おもは
量ざ
りし我
わが
夲ほんさい
妻に故
さはり
障をなすといふまでにハ有
ある
まじけれども婦
おんな
女のせま
き
心こゝ ろ
中
より
万またいか
一
何やう
様
の
所こと
爲
を
巧たく
みて
家いへ
に
係かゝは
る
名
あくみやう
を
我わが
代よ
に
立たて
む
も
不
こゝろよからず
快
さりとてさすがに
我わが
種たね
子
を
懐やどし
姙
てあるに
別わかれ
離
て
餘よそ
所
にな
さんも情
じやう
なき業
わざ
なり兎
と
やせん角
かく
やと思
しあん
案を做
な
すに只
たゞ
以このゝち
來ハ往
あし
來を疎
とふ
くし自
おのづか
ら愛
あいねん
念の薄
うす
くなるようにはかるの外
ほか
ハ有
ある
まじとそれより例
いつも
日
の
如ごと
くに
不ゆかず
行
只たゞ
折をりふし
節
の
音おとづれ
信
に
文ふみ
など
送おく
りて
安あんぴ
否
を
尋たづ
ね
家かない
内
の
夛たよう
用
を
言いひ
たてゝ
両ふたつき
月
ばかり
過すご
しけるが
其その
頃ころ
左さもん
門
の
正ほんさい
妻
なりし
楓かへで
とい
― 100 ― （ 100 ）
ふが煩
わづら
ひ臥
ふし
て更
さら
に医
くすし
師の業
わざ
に不
およばず
及妙
めうやく
薬といヘども効
しるし
驗なけれバ家
かない
内
の」
【挿絵第五図】
」
4」
案あん
じ
一ひとかた
方
ならず
彼かれ
是これ
と
評ひやうぎ
義
すれども
病びやうこん
根
何なに
と
もわかりがたく數
あまた
人の良
いしや
医の思
しあん
案にもれて日
ひ
に増
ます
花はな
の姿
すがた
さへ枯
こぼく
木の
様よう
に痩
やせおとろ
衰へ内
うちと
外の知
しるひと
己氣
き
の毒
どく
に思
おも
はぬ者
もの
もあらざれバ左
さもん
門をはじめ
実じつし
子
なりける
三さふらう
郎
ハ
孝かうしん
心
ふかきものなるゆゑ
幼おさな
子
けれども
老おとなしく
実
昼ちうや
夜
をわかたず毋
はゝ
の側
ほとり
を去
はなれ
ずにおろ〳〵するさへ哀
あは
れなり此
この
節とき
異あやしい
かな
楓かへで
の
容ありさま
氣きだて
質
まで
平つね
生
に
変かは
りて
荒あら〳〵
々
しく
殊こと
に
実じつし
子
の
三さふらう
郎
を
憎にく
み
叱しか
り
などする㕝
こと
甚はなはだ
しく邪
じやけん
見の形
すがた
容を顕
あらは
しけれバ左
さもん
門ハ心
こゝろのうち
中に思
おも
ひ當
あた
れ
る㕝
こと
ありけるゆゑ近
ちか
き山
さんりん
林に引
ひきこも
籠りて行
おこなひ
㳒すませし聖
せいそう
憎の許
もと
にいた
り
邪じやずい
崇
をはらひ
除のぞ
き」
5  貰もら
はんと
其その
草さうあん
庵
に
參まゐ
りけれバ
竒き
なるかな
此この
聖ひじり
憎
ハ
神じんづうりき
通力
の
尊そんじや
者
にてありけん
左さもん
門
の
言ことば
葉
を
待また
ずして
聖
イヤ
これ
ハ
手てこな
古那
の
長ちやうじや
者
どのか
御ご
内ないしつ
室
の
病びやうき
氣
の
祈きとう
禱
の
㕝こと
で
參まゐ
られたらう
 
サア〳〵
御ご
同どう〴〵
道
申
ス
でござらう
今いま
隱ゐんきよ
居
いたしても
元もと
ハ
旦だんか
家
のその
御お
家いへ
兼かね
て
噂うはさ
に
聞きゝ
ました
ト
いはれて
左さもん
門
ハ
呆あき
るゝのみ
頓やが
て
連つれだち
立
家いへ
に
帰かへ
り
彼かの
阿あじやり
闍梨
の
指さしづ
掌
に
隨したが
ひ
病やむひと
人
楓かへで
の
前まへ
に
檀だん
をかざり
金こんがう
剛
密みつぐ
具
を
如によほう
㳒
に
安あんち
置
し
阿あじやり
闍梨
ハ
口くち
に
咒じゆもん
文
を
唱とな
へ
左さもん
門
を
側そば
にさし
置おき
漫みだり
に
他ひと
人
の
出でいり
入
を
許ゆる
さ
ず
既すで
に
祈きとう
禱
の
法ほう
を
修しゆ
し
最いと
高たか
らかに
鈴れい
を
打うち
ならし
大たいかつ
喝
一いつせい
聲
眼め
をひらき
て
檀だん
の
上うへ
を
白にらみ
眼
詰つめ
 
聖僧
汝なんぢ
」しらずや
人にんげん
間
の
執しうぜう
情
一いちねん
念
纔わづか
に
動うご
けバ
阿あび
鼻
の
炎ほのふ
盛さかん
に
焚もへ
火くわしや
車
鬼きそつ
卒
地ぢげ
下
に
怒いか
る
汝なんぢ
ハ
我われ
を
知し
らずとも
我われ
能よく
汝なんぢ
を
【挿絵第五図】妬と
 ふ婦の痴
ちじやう
情左
さ
門もん
に愛
あい
をうしなはる
― 101 ―（ 101 ）
『貞操婦女八賢誌』
悟さと
つたるぞたとへ奈
いかやう
何に隱
かく
すとも不
ふどう
動火
くわかい
界の咒
じゆもん
文を以
もつ
て汝
なんぢ
が邪
じやしん
心の
居きよしよ
所
を
焼やく
べし
出いで
よ
名な
のれ。
ト
責せめ
かけて
声こゑ
も
烈はげ
しき
老らうそう
憎
の
法ほうりき
力
空むな
しから
ずして
楓かへで
ハ
忽たちま
ち
身み
をふるはし
左さもん
門
を
看み
て
潜さめ〴〵
然
とうち
歎なげ
き
楓
アヽ
モウ〳〵
お
祈いの
りを
何どうぞ
卒
お
許ゆるし
被なさつ
成
て
被ください
下
まし
今いま
まで
包つゝ
み
隠かく
しましたが
心こゝろ
を
改あらた
め
て申ます
ト
いふ
声ものごし
音
ハ
楓かへで
にあらで
左さもん
門
ハ
兼かね
て
覚かくご
悟
ある
三みわぎ
輪木
の
音こえ
声
に
相さう
な
ゐ
けれバ
左さもん
門
ハ
思おも
はず
膝ひざ
を
進すゝ
め
胸むね
を
痛いた
めて
猶ためらへ
豫
バ
阿あじやり
闍梨
ハ
念ねんじゆ
咒
の
文もん
を
寛ゆる
め
聖僧
少すこ
しハ
許ゆる
すさりな」
6  がら
夫おくがた
人
を
腦なや
ます
㕝こと
なく
左さもん
門
殿どの
にいふ
㕝こと
あらバ
早はや
く申て
立たちの
退
け
ヨト
慈じひ
悲
の
詞ことば
に
合がつしやう
掌
する
楓かへで
が
容さ
ハ
ま
かはらねど
声こゑ
ハたしかに
三みわぎ
輪木
にて
三
左さもん
門
さま
ヱ
今いま
ハ
何なに
を
かおかくし申ませう実
じつ
ハ私
わたくし
ハ三
みわぎ
輪木でござゐます嫉
しつと
妬ハ女
おんな
の謹
つゝし
みな
がらお種
たね
子を姙
やど
した其
その
後ゝ ち
からして御
おくさま
夲妻がなくハ何
どう
様か私
わたくし
の様
よう
な者
もの
でも貴
あなた
君のお側
そば
に居
ゐ
られませうかと存
ぞん
じました一
いちねん
念がお耻
はづ
かしい㕝
こと
ながら
楓かへで
さまの
御おみ
身
に
徹てつ
しまして
此この
間あいだ
中うち
の
御おん
腦なや
み
只たゞいま
今
の
私わたくし
のこゝ
ろでハ
其そん
様
な
㕝こと
ハ
思おも
ふまいと
存ぞん
じましても
一いつたん
旦
發つくツ
た
私わたくし
の
罪ざいしやう
障
が
重おも
う
ござゐますゆゑ
自じゆう
由
に
進しんたい
退
も
出でき
來
ませず
此この
嫉しつと
妬
の
罪つみとが
咎
て
後のちのよ
生
ハ
紺こんぜう
青
鬼き
といふ
鬼おに
に
生うまれ
かはると」いふ
誰た
が
言こと
の
葉は
か
耳みゝそこ
根
へ
貫つらぬく
様よう
な
恐おそ
ろしさ
何どうぞ
卒
お
慈じひ
悲
に
聖せうにん
人
様さま
の
御ご
追ついふく
福
をお
願ねが
ひ申上ますたとへお
種たね
子
を
産うみ
まし
ても
御お
家いへ
へ
御お
引ひきとり
取
被ください
下
まするな
切せめ
て
此この
身み
の
産うみ
ました
小ちいさい
児
のまで
浮うき
苦くらう
労
をさせるが
御お
家に
仇あた
をした
三みわぎ
輪木
が
罪つみ
を
滅めつ
します
道だうり
理
御ご
不ふびん
便にハ被
ご
御ざ
座ゐ
ませうが
左さう
様
なさつて
被ください
下
まし
何なに
を申
上あげ
ますも。
アレ
身み
をなやま
す
罪つみ
の
責せめ
お
名なごり
残
をしい
何どう
様
せう
ト
いふかと
思おも
へバ
忽たちま
ちに
楓かへで
の
躰たい
ハ
床とこ
の上
うへ
に倒
たふ
れて正
せうたい
躰なかりしが彼
かの
聖せうにん
人の祈
きねん
念に依
よつ
て夢
ゆめ
の如
ごと
くに全
ぜんくわい
快し
て病
びやうちう
中の㕝
こと
ハいさゝかも知
し
らず又
また
左さもん
門も其
その
故ゆゑ
を楓
かへで
に告
つげ
ねバ三
みわぎ
輪木の
㕝こと
もその
頃ころ
に
絶たへ
て
沙さた
汰
なく
過すご
せしとぞさて」
7  亦また
三みわぎ
輪木
の
家いへ
にてハ
手てこな
古那
の
祈きとう
禱
の
節とき
なりけん
母
コレサ〳〵
お
三みわ
輪
や〳〵なぜ
其そん
様
な
悲かな
し
ひ
聲こゑ
をするのだへ
目め
を
覚さま
しな
ヨ
三
アイ
〳〵
アゝ引
怖こわ
かつた
夢ゆめ
か
子
へ
母
夢ゆめ
か
子
へと
言いつ
たッて
此おいら
毋
が
知し
るものか
ナ
異おつ
変
な
㕝こと
を
言いふ
嬢こ
だ
ヨ
ヲホヽヽヽ
ヽ
さつき先
から
呼よびおこ
覚
したのを
知し
らなひのかそして
何なん
ぞ
怖こわ
ひ
夢ゆめ
を
見み
たのかへ
三
アヽ
モウ〳〵
怖こわ
ひとも
苦くる
しひとも
言いゝ
様よう
のなひ
㕝こつ
てありましたハ
何どうぞ
卒
湯ゆ
で
も
水みづ
でも
少すこ
しお
呉く
れ
ナト
いふを
聞きく
より
母はゝおや
親
ハ
今いま
煎せん
じたる
薬くすり
を
汲くみ
來きた
りて
介かいほう
抱
し
臨りんげつ
月
近ちか
き
娘むすめ
の
病びやうき
氣
いたはり
慰なぐさ
め
過すご
しけるが
三みわぎ
輪木
ハ
夢ゆめ
に
見み
たり
しのみ
心こゝろ
に
徹てつ
せし
嫉しつと
妬
の
罪つみ
おもひ
廻まは
せば」おそろしき
手て
古こ
那な
の
前あとさき
後
我わが
一いちねん
念
の
執しう
ねくも
楓かへで
さまに
着つきまとひ
崇
病びやうく
苦
に
腦なや
ましさま〴〵の
非あらぬ
道
㕝こと
ま
で
言いひのゝしり
罵
憎にく
らしき
所わざ
爲
をなせし
上うへ
ハ
奈いかに
何
不ふびん
便
と
思おも
ひし
人ひと
も
愛あいそう
相
尽つき
ざる
㕝こと
やあるべき
我わが
心こゝろ
にも
恥はづ
かしき
因ゐんぐわ
果
の
業ごう
か
情なさけ
なや
現げんざい
在
毋はゝ
にも
斯かく
あり
しとはなしもならぬ
夢ゆめ
の
さ
相ま
つくりし
罪つみ
の
悔くや
しくも
胸むね
いと
苦くる
し
此この
身み
の
咎とが
死し
ぬるがましの
事こと
なれど
今いま
死しに
行ゆか
バ
懐おなか
妊
の
赤やゝ
子
を
闇やみ
より
闇やみ
に
迷まよ
はせて
又また
猶なほ
さらの
罪つみ
ともなるべし
兎と
にも
⻆かく
にも
身み
一ひとつ
ッ
を
置おきどころ
所
なき
葉はずへ
末
の
露つゆ
と
― 102 ― （ 102 ）
　　
第十六
　
錦にしきのはた
籏
を
呈てい
して
真まゆみ
弓
花はなのかたにちかづく
之方
近
長はせでら
谷寺
の
境けいだい
内
に
於
お
陸りく
茶ちや
を
鬻ひさく
爰こゝ
に
仙せんぼく
卜
神しんぢよ
女
真まゆみ
弓
稚おさなな
名
於おみち
道
ハ
笹さゝづるにしき
蔓
錦
の
籏はた
を
得え
て
鎌かまくら
倉
に
趣おもむ
き
便つて
宜
を
索もと
め扇
あふぎが
ヶ谷
やつ
の奥
おくがた
方花
はな
の方
かた
に呈
てい
し笠
かさもり
森觀
くわんせおん
世音へ奉
ほうのう
納せらるゝ御
み
戸とちやう
帳に
用もち
ひ給はん
㕝こと
を
告つげたてまつ
奉
り
其その
恩おんしやう
賞
にハ
御おんそば
側
近ちか
く
給めしつかはれ
仕
度たき
よしを
願ねが
ひけ
れバ
花はな
の
方かた
ハ
大おほ
ひに
喜よろこび
悦
給ひ
唯たゞ
山やまのうち
内
の
奉ほうのう
納
に
勝かつ
べき
錦にしき
を
參まゐ
らせた
る功
こう
有ある
者もの
とのみ賞
しやうび
美あつて深
ふか
くも於
おみち
道の素
すじやう
生を尋
たづね
問られず直
たゞち
に従
こしもと
女
の中
うち
に召
めしいだ
出されて心
こゝろおき
置なく古
こさん
參にかはらず是
これ
を仕
つか
はせ給ひしが於
おみち
道
ハ天
てんせい
性の美
びしつ
質にて扇
あふぎが
ヶ谷
やつ
の奥
おくがた
方に給
みやづかへ
仕する女
ぢよちう
中の中
うち
にハ」並
なら
ぶもの
なき
容ようしよく
色
なれども
初はじめ
て
見めみへ
參
の
折おりから
にハ
兼かね
て
所おもふむね
存
のありけるゆゑ
髪かみかたち
形容
より
化けはひ
粧
の
風さ
を
ま
最いと
おかしげに
取とりつくろ
繕
ひ
田いなかそだち
舎育
の
處むすめ
女
のごとく
出いてだち
立
たれバ
御ごてん
殿
の
人ひと〴〵
々
左さ
までに
心こゝろ
も
留とめ
ざりしが
側そば
近ちか
く
召めしつか
仕
はるゝ
の
とき
に至
いた
りて最
はじめ
初の化
けはひ
粧とはるかに変
かは
り衣
ゐしやう
裳の着
きよう
様衣
ゑもんつき
紋付人
ひとがら
品尊
けだかく
位
威ゐ
を
備そな
へ
素すがほ
顔
の
白しろ
く
艶うるはしき
潤
さまハ
紅べにおしろい
粉
を
彩いろどり
色
たる
女ぢよちう
中
に
遥はるか
増まし
たれバ
花はな
の
方かた
をはじめとして
多おほ
くの
女ぢよちう
中
ハ
呆あき
るゝばかり
其その
艶えんしよく
色
に
耻はぢ
らひて
自しぜん
然
と
於おみち
道
に
威ゐ
を
取と
られ
會ゑしやく
釈
も
麁そりやく
略
ハなかりしが
於おみち
道
ハ
萬よろづ
端
に
心こゝろ
を
用もち
ひて
上かみ
を
敬うやま
ひ
傍ほうばい
輩
に
睦むつま
しく
朝あけくれ
夕
勤つと
めに
油ゆだん
断
なく
忽たちま
ち
古こさん
參
の
上うえ
に
立たち
花はな
の
方かた
の
御おそば
側
さらずと
衆ひと〴〵
女
是これ
を
敬うやま
ひけるが
於おみち
道
ハ
偏ひとへ
に
時じ
を
せつ
窺うかゞ
ひ
定さだまさ
正
くにも消
きえ
なバ斯
か
ばかりの嘆
なげ
きハよもや有
ある
まじと親
おや
を思
おも
ひ子
こ
を案
あん
じま
す〳〵
重おも
る
産さんぷ
婦
の
腦なや
み
其そのゝち
後
女をんなの
」
8  児こ
を
産うみ
けるが
斯かゝ
る
歎なげ
きの
積つも
りし
ゆゑにや幼
おさなご
児を跡
あと
に殘
のこ
し三
みわぎ
輪木ハ竟
つゐ
に丗
よ
を去
さ
りぬ毋
はゝ
ハ悲
かな
しさ限
かぎ
りな
けれど娘
むすめ
なけれバ詮
せんかた
方なくひそかに他
ひと
人を頼
たの
みて左
さもん
門に告
つげ
しが左
さもん
門
ハこれを不
ふびん
便に思
おも
ヘど内
うちと
外の者
もの
の䕃
かげ
言こと
も家
いへ
の耻
はぢ
ぞと心
こゝろえ
得てひそかに
三みわぎ
輪木
の
母はゝ
の
許もと
へ
月つきひ
日
を
過すご
す
料れう
を
贈おく
りて
彼かの
幼おさなご
子
を
育そだて
させしがその
赤おさなご
子をばお花
はな
と呼
よ
び祖
そぼ
毋の介
かいほう
抱麁
そりやく
畧なけれバ蟲
むしけ
氣もあらで育
そだ
ちしが
お花
はな
が三
みつ
才になりける年
とし
祖そぼ
母もは なくなりし後
のち
お花
はな
ハ便
たより
なき身
み
と
なり
養やしな
ひ
親おや
の
手て
にありて
果はて
ハ
手てこな
古那
の
縁えん
も
切き
れてや
運うん
わろくして
松まつど
戸なる千
ちば
葉元
もと
の娼
ぢよろう
妓とハなりしとぞ斯
かく
て手
てこな
古那ハ」三
さふらう
郎の代
だい
とな
り真
ましば
柴といふ妻
つま
もあり又
また
勝かつみ
美といふ妾
てかけ
もありしが不
ふと
圖花
はなぎぬ
衣を見
みそめ
初し
より
と
いもと
知し
らで
通かよ
ひしが
花はなぎぬ
衣
更さら
に
情なさけ
なく
三さふらう
郎
を
側そば
にも
せ
よ
ねバ
意ゐきぢ
氣地となりて身
みうけ
請せんと其
その
身みもと
元を探
さぐ
り問
と
ひしに豈
あに
はからんや亡
なきちゝ
父
左さもん
門
の
妾めかけ
なりける
三みわぎ
輪木
の
はら
に
出しゆつしやう
生
なせし
娘むすめ
にて
同おな
じ
種たね
なる
な
いもと
りと
聞きゝ
て
大おほ
ひに
驚おどろ
きしが
と
いもと
知し
りてハ
猶なほさら
更
に
捨すて
もおかれぬ
亡なきおや
父
の
かたみと
思おも
へバなつかしく
春しゆんぞう
造
の
㕝こと
も
聞きゝ
傳つた
へまづ
倡せうか
家
より
引ひき
とり
てと
心こゝろ
の
底そこ
に
末すゑ〴〵
々
をも
深ふか
くはかりし
事こと
なるに
彼かの
花はなぎぬ
衣
ハ
入じゆすい
水
せしと
ぞこれより後
のち
ハ巻
まき
を重
かさ
ねてお亀
かめ
の傳
でん
にくわしくしるせり」
9
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『貞操婦女八賢誌』
に」
10  近ちか
づき
父ちゝ
の
仇あた
を
かへ
さんと
思しりよ
慮
をめぐらし
居ゐ
たりしが
此このころ
頃
定さだまさ
正
ハ
五いさらご
十子
の
塁るい
に
赴おもむ
き
夫それ
より
河かはごい
肥
に
順じゆんれき
暦
して
鎌かまくら
倉
へ
帰かへ
らせ給ふと
聞きこ
えしか
バその
期とき
をこそと
心こゝろ
に
待まち
しが
時とき
しも
弥やよひ
生
の
初はじめ
旬
なりけん
彼かの
笹さゝづる
蔓
の
錦にしき
を
以もつ
て御
み
戸とちやう
帳を仕
したて
立給ひ此
このつき
月の十七日にハ上
かづさ
總の笠
かさもり
森へ奉
ほうのう
納あれバ其
その
以いぜん
前
に
由ゆゐ
井
の
濱はま
に
船ふな
飾よそほひ
整
して
大だい
施せがき
餓鬼
を
催もよほ
すべし
尤もつとも
女によにん
人
の
向
な
えかう
れ
バ
舩ふなおさ
長
篙か
工こ
の
外ほか
ハ
男なんし
子
を
舩せんちう
中
に
件ともな
ふべからず
但たゞ
し
是これ
を
拜おが
まんと
思おも
ふ
者もの
あらバ
自じた
他
平びやうどう
等
の
供くやう
養
なり
貴きせん
賎
の
參さんぱい
拝
を
免ゆる
すべしとて
前ぜんじつ
日
より
其その
㫖むね
を
觸ふれしめ
示
されけれバ
聞きゝ
傳つた
へたる
貴きせん
賎
男なんによ
女
由ゆゐ
井
の
濱はまべ
辺
に
群くんじゆ
集
して
未あさまだき
明
より
船ふなで
出
を
相あい
待まち
今いま
か〳〵とさゞめき
合あ
ふハ
開かいちやうぶつ
帳佛
を
出いで
」
迎むか
ふ
講かうぢう
中なんどがこぞるに等
ひと
し這
こハ
何なにゆゑ
故に上
かづさの
總國
くに
へ送
おく
れる戸
とちやう
帳を仰
ぎやう〳〵
々しく
鎌かまくら
倉におゐて他
ひと
人に視
み
せばやの所
わざ
爲をせらるゝ㕝
こと
ぞと審
いぶかる
に全
まつた
く我
がまん
侭
の所
しよぎやう
業なれバ追
つゐぜん
善菩
ぼだい
提の夲
ほんゐ
意にハあらず山
やまのうち
内より奉
ほうのう
納ありし蜀
しよくこう
江の
錦にしき
の
御み
戸とちやう
帳
にも
勝まさ
れる
古こわたり
渡
無むるい
類
の
珍ちんぶつ
物
笹さゝづるにしき
蔓
錦
の
御み
戸とちやう
帳
を
扇あふぎが
ヶ
谷やつ
の
奥おくがた
方より上
かづさ
總の笠
かさもり
森へ奉
ほうのう
納せらるゝと世
せじやう
上に弘
ひろ
く言
いひ
觸ふら
さして山
やまのうち
内の
威ゐ
を
折くじ
く
心こゝろ
の
底そこ
の
巧たくみ
とハ
密ひそか
に
推おしはかる
量
ものも
在あり
しとぞされバ
三さんぐわつ
月
初はじめ
の
七なぬか
日
巳みのこく
刻
の
頃ころ
にいたりて
兼かね
て
用ようゐ
意
を
調とゝの
へたる
花はな
の
方かた
の
御ござぶね
座船
に
ハ
大おほき
サ
凡およそ
八はちけん
間
ばかり
湊みよし
板
の
方かた
より
艫とも
の
方かた
に
至いた
る
迠まで
光ひか
り
輝かゞや
く
金かなぐ
具
を
打うつ
て
二にかいづくり
階造
の
上うへした
下
にハ
障しやうじ
子
を
立たて
て
紫むらさき
文もんじろ
白
の
幕まく
を
張はり
渡わた
し
竒き
」
11  
麗れい
荘さうくわん
觀
目め
を
驚おどろ
かす
形ありさま
容
なり
亦また
奉ほうのう
納
の
御み
戸とちやう
帳
をバ
一いつさう
艘
の
異ことぶね
船
に
舟ふなやぐら
楼
を
髙たか
く
修しつらい
造
三さんぢう
重
の
頂ちやうしやう
上
に
紫むらさき
の
天てんまく
幕
を
張はり
て
這この
所ところ
に
笹さゝづるにしき
蔓錦
の
御み
戸とちやう
帳
を
崇うや〳〵
々
しく
飾かざ
り
置おき
その
下した
の
間ま
にハ
大おほひ
なる
香かうろ
炉
を
備そな
へ
貴きせん
賎
を
不ろんせす
諭
焼しやうかう
香
を
許ゆる
し
名めいぼく
木
一いつちう
炷
を
備そな
ゆる
者もの
ハ
名めうもく
目
を
記しる
して
永えいたい
代
笠かさもりでら
森寺
の
過くわこちやう
厺
帳
に
留とゞめ
て
現げんたう
當
二にせ
世
の
安あんらく
樂
を
祈いの
らすべしと
參さんけい
詣
の
男なんによ
女
に
告つげ
られしかバ
這こ
ハ
有あり
がた
き
御こじやう
諚
かな
斯かゝ
る
御み
㳒のり
の
折おりから
に
下しも
ざまの
我われ〳〵
々
が
上かみ
と
倶とも
に
菩ぼだい
提
の
心こゝろ
を
發おこ
し
て
些いさゝか
のものを
供くやう
養
する
㕝こと
を
許ゆる
し給ふならバなとて
香かうれう
料
を
惜おし
むべきとて
由ゆゐ
井が濱
はまべ
辺に寄
より
集つど
ふ貴
きせん
賎の男
なんによ
女ハいふも更
さら
なり遅
おく
れてこれを聞
きゝ
傳つた
ふ
市まち〳〵
中
の
道だうぞく
俗
信しんじや
者
伽きやら
羅
沉ぢんかう
香
を
携たづさへもち
持
て
這こゝ
所
」
彼かしこ
所
より
小こぶね
船
に
乗のり
て
岸きし
を
沖おき
へ
と
五ごろく
六
丁てう
隔へだて
て
碇いかり
を
下おろ
したる
船ふなやぐら
楼
を
目めあて
當
として
乗のりつけ
付
〳〵
焼しやうかう
香
に
時じ
を
こく
うつすも
晴はれ
やかなり
斯かく
てまた
鎌かまくら
倉
なる
花さかりば
盛場
多おほ
きそが
中なか
に
霊ところ
地
も
清きよき
淨
㳒のりのには
庭
大だいじ
慈
大だいひ
悲
の
境けいだい
内
ハ
廣くわうだいむへん
大
無辺
の
御ご
利りやく
益
と
春しゆんか
夏
秋しうとう
冬
嫌きら
ひなく
參まゐり
詣
下げかう
向
の
群くんじゆ
集
して
押おしあふ
合
人ひと
の
中なか
見みせ
世
や
手てあそ
遊
び
人にんぎやう
形
諸しよ
商あきんど
人
軒のき
を
並なら
べ
て
繁はんじやう
昌
ハ
譬たとへ
て
言いは
ん
方かた
もなく
賑にぎ
はふ
御みだう
堂
の
西にしひがし
東
粹すい
も
不ぶすい
粹
も
汲くみわけ
分
て
出だ
す煎
せんじちや
茶の色
いろ
もよく色
いろ
を竸
きそ
ふて水
みづ
茶ちやや
屋の最
いと
數あまた
多なる處
おとめ
女等
ら
が笑
えがほ
顔つく
らふ
愛あいさう
相
に
引ひか
れて
尻しり
も
長なが
床しやうぎ
几
竟つゐ
浮うか
されて
喜きせ
瀬
川がは
や
長なが
き
日ひかげ
影
を
宮みやとかは
戸川
千ちとせ
歳
壽ことぶ
く
樂たの
しみとか
是これ
も
他たしやう
生
の
縁えん
による
皆みな
夫それ〳〵
々
の
贔ひゐき
屓
連れん
客きやく
に
絶たへま
間
のなき
中なか
に」
12  舩ふなや
屋
のお
亀かめ
と
呼よば
れしハ
其その
頃ころ
名な
高だか
き
評ひやう
ばん
乙むすめ
女
元もと
ハ
武むさし
藏
の
石いしはま
濱
にて
舞まひこ
子
をなせし
者もの
なるが
心こゝろ
に
深ふか
き
望のぞ
みあれバ
相さがみぢ
模路
さして
趣おもむ
きつ
今いま
鎌かまくら
倉
に
身み
を
落おちつ
付
け
此こゝ
所
に
茶ちやみせ
店
を
出いだ
せしよりまだ
幾いく
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程ほど
にもならざれと古
ここん
今に稀
まれ
なる艶
ゑんしよく
色ゆゑ是
これ
が爲
ため
に胸
むね
を焦
こが
し心
こゝろ
を痛
いた
め
て折
おりふし
節ハ浮
うき
たる㕝
こと
など言
い
ひかくる薄
うかれびと
客さへ多
おほ
かりしかどもお亀
かめ
ハさ
らに心
こゝろ
を移
うつ
さず唯
たゞ
よきほどに言ひなして爰
こゝ
に日
ひかず
数を經
ふ
るほどに今
けふ
日
ハ
殊こと
さら
由ゆゐ
井
が
濱はま
に
那かの
舩ふなやぐら
樓
の
催もよほ
しありとて
此このあた
辺
りさへ
賑にぎ
はしけれバ
客きやくまちがほ
待顔
に
早まだき
朝
より」
鄽みせ
をひらきて
居ゐ
る
所ところ
へ
六むそぢ
十才
ばかりのひとりの
老らうぢよ
女
四あたり
辺
見み
まはし
店みせさき
先
よりずつと
入いり
つゝ
片かたへ
辺
なる
牀せうぎ
几
に
腰こし
を
打うち
掛かけ
て
お
亀かめ
に
對むか
ひ
打うち
含ほゝゑみ
笑
髪かみ
の
餝かざ
りの
花はで
表
やかなると
衣いふく
服
の
模もやう
様
の
質おとなしき
素
を
誉ほめ
なと
為し
つゝ
扨さて
言い
ふやう
吾わたし
儕
が
態わざ〳〵
々
來き
た
子しさい
細
ハ
豫かね
てお
前まへ
のお
話はなし
語
に
稲いなむら
村
が
崎さき
の
女をんな
隠いんきよ
居
真まゝ
間
の
愛あいき
嬉
のお
屋やしき
敷
へいかな
賤いや
しい
勤つとめ
にても
御ご
奉ほうこう
公
が
為し
たいとか
常つね〴〵
々
噂うはさ
があつたゆゑ
吾わたし
儕
もいろ〳〵
気き
を
揉もん
で
那かのかた
方
さまの
様やうす
子
を
聞きく
にあの
御ご
隠いんきよ
居
ハ
日いつぞや
外
より
扇あふぎ
が
谷やつ
家け
に
取とりいり
入
て
大おだいみやう
侯
でも
及およ
ばぬ
暮くら
し
夫それ
故ゆゑ
日ひごと
毎
」
13  に
驕おごり
奢
が
長ちやう
じあるとあらゆる
樂たの
しみもはや
為し
尽つく
せしが此
このごろ
頃ハ若
わかしゆ
衆の舞
まひ
が見
み
たしとて男
をとこ
の児
こ
にて舞
まひ
の手
て
に闌
たけ
たる
者もの
を抱
かゝ
へたしと鎌
かまくら
倉中
ぢう
を尋
たづ
ぬるよし
其そこ
処で吾
わたし
儕が思
おも
ふにハお前
まへ
も元
もと
ハ石
いしはま
濱で舞
まひこ
子を為
し
たとの噂
うはさ
なるに常
つね
からお前
まへ
の様
やうす
子を見
み
るに立
たち
振ふるまひ
舞
なら
才さいち
智
なら
男をとこ
といふとも
恥はづ
かしからぬお
前まへ
の
気きしやう
性
と
知し
るゆゑに
吾わたし
儕が趣
しゆかう
向でお前
まへ
をバ仮
かり
に若
わかしゆ
衆にこしらへて那
かの
お屋
やしき
敷へ出
で
たうへで
ハ
其そこ
処
ハお
前まへ
の
才さいかく
覚
で
男をとこ
で
通とほ
す事にもならふお
前まへ
の
心こゝろ
ハ
マ
ア
何どう
様
と
言い
はれてお
亀かめ
ハ
打うち
点うなづき
頭
」
何い
に
つ
替かは
らぬお
前まへ
の
信しんせつ
切
假たとへ
令
如いか
何
なる
憂うき
所わざ
為
為なし
ても
一いちと
度
愛あいき
嬉
さまにお
目め
にかゝりて
唯たゞ
一ひとこと
言
いひたい事があ
るゆゑにお
前まへ
を
憑たの
みし
甲かひ
斐
ありて
便たより
宜
を
得え
たる
嬉うれ
しさよ
那かの
方かた
ざま
に
逢あ
はるゝなら
若わかしゆ
衆
ハおろか
奴やつこ
にも
此この
身み
をやつすハ
厭いと
はしからず
よきに
計はか
らい給はれよと
聞きい
て
老らうぢよ
女
も
笑ゑま
しげにお
前まへ
が
然さ
ういふ
心こゝろ
な
ら
先さき
ハ
何どう
様
とも
此この
姥おば
が
舌した
三さんずん
寸
で
言い
ひまはせバ
必かなら
ず
任まか
せて
置おか
しやん
せと
言い
へバお
亀かめ
も
含ほゝ
笑ゑみ
て
此この
身み
に
願ねが
ひあれバこそ
女をなご
子
の
身み
にて
大だい
そ
れた
仮かり
にも
男をとこ
と
姿すがた
をかへ人を
偽あざむ
」
14  く
耻はづ
かしさよと
言い
ひつゝ
跡あと
ハ
胸むね
の中
うち
言い
ふにいはれぬ身
み
のうへを夫
それ
ぞと余
よそ
所へ知
し
られじと吸
す
ひ付
つけ
て出
だ
す長
ながらう
管の喜
きせる
世畄もうさを忘
わす
れ艸
ぐさ
老らうぢよ
女ハ深
ふか
き事
ことわけ
情を知
し
るや白
しらが
髪の老
おい
の
身み
を最
いと
実まめ
面し気
げ
に付
つけ
て出
だ
す喜
きせる
世畄を取
と
りて完
にこ
尓やかに再
ふたゝび
度お亀
かめ
に打
うち
對むか
ひお
前まへ
の
利り
發はつ
を
知し
りながら
言い
ふも
愚おろか
な
㕝こと
ながら
當たう
と
じ
きめく
管くわんれいけ
領家の御
ぎよ
意い
に叶
かな
ひし愛
あい
嬉き
さま必
かなら
ず麁
そ
相そう
のないやうに心
こゝろ
を付
つけ
て何
どこ
処
までも
男をとこ
の
夲ほんい
意
を
忘わす
れぬやう
物もの
の
見み
事ごと
にすつぱりと．
ヤ
ア
．
サ
ア
剱つるぎ
の
舞まひ
の一
ひと
手て
所わざ
為急
せか
ずと心
こゝろ
を落
おちつけ
付てならふ」㕝
こと
なら助
すけ
太だち
刀になるべき人
ひと
をかたらひて大
だい
㕝を
じ
取とつ
て夲
ほんもう
望をと言
い
はれてお亀
かめ
ハ小
こひざ
膝をすゝめそん
ならお前
まへ
ハ何
なに
もかも委
くは
しい子
し
細さい
を御存
ぞんじ
知で吾
わたし
儕を手
て
引びき
なさるかと言
い
へバ
老らうぢよ
女
ハ
目め
にもらし
涙なみだ
を
袖そで
にて
押おしぬぐ
拭
ひお
前まへ
に
問と
はれて
箇かう
様
〻〳 〵
〻
と
いふも靣
おも
なき吾
わたし
儕が身のうへ始
はじ
め吾
わたし
儕ハ下
しもふさ
総の真
まゝ
間の里
さと
に住
すみわび
詫し賎
いや
しき者
もの
の妻
つま
なりしが薄
ふしあはせ
命にて夫
つま
子こ
を亡
うしなひ
失烟
けむ
りを立
たつ
るよしもなくほと
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〳〵難
なんぎ
義の折
おりから
柄にお前
まへ
の父
てゝ ご
公三
さぶらう
郎さまの出
うまれ
生給ひし
とき
なれバ吾
わたし
儕に
乳ちぶさ
房
のあるを
倖さいは
ひ
父てゝ ご
公
の
乳めのと
母
に
抱かゝ
へられ
何なに
不ふそく
足
」
15  なき
身み
となりて
御ご
恩おん
の中
うち
に幾
いく
稔としつき
月送
おく
る惠
めぐ
みハ知
し
りながら思
し
按あん
の外
ほか
とて耻
はづ
かしや御
お
家いへ
の若
わかとう
黨小
こちうじ
忠二と互
たが
ひに思
おも
ひ思はれて忍
しの
ふ枕
まくら
のその数
かず
ハ阿
あこぎ
漕が浦
うら
に曳
ひく
鯛たひ
の
度たび
重かさ
なれバ
人ひとめ
目
にも
立たち
し
浮うきな
名
に
詮せんかた
方
なく
三さぶらう
郎
さまの十二の
年とし
二ふたり
個
ひそかにお
家いへ
を
立たち
退の
き
少すこ
しの
知しるべ
音
を
心こゝろあて
當
に
武むさし
藏
の
芝しばうら
浦
に
身み
を
落おちつけ
付
夫をつと
ハ網
あみひき
引の所
わざ
為をなし吾
わたし
儕ハ僅
わづ
かの賃
ちん
仕しごと
事
或あるひ
ハ人
ひと
に雇
やと
はれな
どして
細ほそ
き
煙けむり
を
立たつ
るうち
倖さち
な
き
とき
とて
小こちうじ
忠二
が
風かぜ
邪
の
心こゝ ち
地
と
打うち
臥ふせ
しが
次し
に
だい
重おも
る
病びやうせい
㔟
に
薬くすり
餌
の
甲かひ
斐
もあらバこ
そ
つい
に」
黄あのよ
泉
の
鬼おに
と
なり憑
たの
む木
こかげ
蔭も荒
あらいそ
磯の芝
しばうら
浦にさへ住
すみ
かねて此
この
鎌かまくら
倉にさすらひ來
き
つゝ
始はじ
めを
言い
へバ
御ご
主しゆじん
人
のお
目め
をかすめし
御ご
罸ばつ
ぞと
思おも
へバ
再ふたゝび
度
夫をつと
に
嫁か
せず孀
やもめ
ぐらしに為
し
馴なれ
たる針
はり
持も
つ業
わざ
を渡
たつき
世として一
ひとり
箇の口
くち
をやしない
つゝ廾
はたとせ
稔ばかりを送
おく
る中
うち
も先
せんひ
非を悔
く
はぬ日
ひ
迚とて
もなく何
どうぞ
卒今
いま
一いち
息いき
あ
ど
るうち
手てこな
古奈
三郎が家
か
名めい
をいふ
のお
家いへ
に
帰きさん
参
をと
思おも
ヘど
罪つみ
ある
此この
身み
ゆゑ
心こゝろ
ばか
りで詮
せん
もなく却
かく
て阴
つき
阳ひ
を經
ふ
る程
ほど
に風
ほのか
便に聞
き
けバ三郎さまハ非
ひがう
業の御
ご
㝡さいご
期
その
子わけ
細
ハ
那あの
お
妾めかけ
のといふ
折おり
しも
長はせ
谷
寺でら
詣まふで
の
遊ゆうかく
客
ど」
16  も
四しご
五
個にん
連つれ
立だち
どや〴〵とお
亀かめ
が
店みせ
に
入い
り
來く
るにぞ
二ふたり
女
ハおどろき
其その
儘まゝ
に
此この
物ものがたり
語
ハ果
はて
にける
作さくしや
者
日いはく
是これ
よりお
亀かめ
が
身み
のなりゆき
最いと
長なが
〳〵しき
㕝こと
なれバ
今いま
此この
編へん
綴つゞ
りがたし
末の
に
ち
いたりて
細くは
しかるべし
看みるひと
客
よく〳〵
心こゝろ
し
て前
ぜんご
後を合
あは
せて観給へかし
貞ていさう
操婦
おんな
女八
はつけんし
賢誌二
にしう
輯卷之二
了
」 〔白〕 」
17
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貞ていさう
操婦
おんな
女八
はつけんし
賢誌二
にしう
輯
 巻之三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
東都
　
狂訓𠅘主人編次
　
　　
第十七
　
由
ゆゐ
井
が
濱はま
に
花はな
の
方かた
 舩ふな
樓やぐら
を備
そなふ
金きんげん
言
を
折くじ
かれて
八やつしろ
代
耻はづかしめ
辱
を
蒙かふむる
新しんしうゐしう
拾遺集に鶴
つる
が
岡おか
木こ
髙だか
き松
まつ
を吹
ふく
風かぜ
の雲
くも
井ゐ
にひゞく萬
よろづよ
代の声
こゑ
と詠
よまれ
けん
抑そも〳〵
相さがみのくに
模國
鎌かまくら
倉
郡こぼり
由ゆゐのごう
井郷
雲くもゐ
井
の
峯みね
鶴つる
が
岡おか
八はちまんぐう
幡宮
ハ
康かうへい
平
六ろくねん
年
秋あき
八はちぐはつ
月
伊いよのかみ
豫守
源みなもとのよりよし
頼義
奥おうしう
州
征せいばつ
伐
の
時とき
初はじめ
て
勸くわんぜう
請
あられしが
永えいほ
保
元ぐはんねん
年
の
二にぐわつ
月
陸むつのかみ
奥守
源みなもとのよしいへ
義家
造
しゆぞう
を
加くわ
へそれより
後のち
代よゝ
々
の
武ぶしやう
將
尊そんしん
信
尤もつとも
厚あつ
かりし
とぞ
今けふ
日
なん
三やよひ
月
の
初はじめつかた
旬
社しやとう
頭
の
花はな
ハ
爛らんまん
熳
と
咲さきそろ
揃
ひ
空そら
に
知し
られぬ
花はな
の
雪ゆき
松まつ
の」
小こえだ
枝
に
つ
ふり
もる
景けしき
色
のみか
ハ
（ママ）
桃もゝ
季すもゝ
山やまぶき
吹
椿つばき
海かいだう
棠
の
盛さかり
あら
そふ境
けいだい
内ハ春
はる
の詠
ながめ
の時
とき
を得
え
つ御
みその
園の花
はな
に亦
また
まし榮
はへ
て最
いと
興けう
深ふか
き其
その
㫖よし
趣
を
花はな
の
方かた
に
申まふ
せしかバ
御み
舘たち
の
女ぢよちう
中
ハ
心こゝろたの
楽
しく
未あさまだき
明
より
髪かみ
化けはい
粧
劣おとら
じ
屓まけ
じと
出いでたつ
立
ハ
由ゆゐ
井
の
濱はまべ
辺
にうち
寄よす
る
梅うめ
の
花はな
貝がい
櫻さくらがい
貝
姫ひめがい
貝
ぞとも
准なぞ
らゆ
る
従こしもと
女
あれバ
稚おさなき
ハ
唯たゞ
児こやすがい
安貝
愛あい
らしき
姿すがた
色いろ
添そふ
風ふぜい
情
とハ
後の
の
ち
浦うらわ
曲
を
思おも
ひやる
人ひと
の
噂うはさ
に
有あり
ぬべしされバ
某その
日ひ
の
巳み
の
頃
こくごろ
倶〔と〕 もびと
供
を
揃そろ
へ
つゝ
扇あふぎが
ヶ
谷やつ
の
舘やかた
を
練ねり
出だ
し
鶴つる
が
岡おか
に
社しやさん
參
を
遂とげ
られ
午うま
の
こく
の
半なかば
時
にいた
る
迄まで
境けいだい
内
の
花はな
を
遅
しづやか
に
詠なが
め給ひ
漸やう〳〵
々
に
由ゆゐ
井
の
濱はまべ
辺
に
近ちかづき
付
て
遥はるか
に
向あなた
方
を
見みわた
渡
し給へバ
貴きせん
賎
の
道だうぞく
俗
男なんによ
女
を
撰えら
まずさしもに
嚝ひろ
き
砂すなはら
原
を
絡らくゑき
繹
として
押おし
續つゞ
き
東ひがし
ハ
景かげまさ
政
の」
1  塔とう
の
邊ほとり
より
西にし
ハ
盛もりひさ
久
の
松まつ
の
側かたはら
まで
連れん〳〵
々
たる
㕝こと
林はやし
の
如ごと
し
斯かく
て
花はな
の
方かた
ハ
乗のりもの
物
を
由ゆゐ
井
の
若わかみや
宮
の
辺ほとり
に
留とゞ め
止
ら
れ多
おほ
くの従
こしもと
女に仰
かしづかれ
附て既
すで
に礒
いそぎは
際にいたらせ給へバ通
かよひぶね
船に乗
のせ
參まゐ
らせて
飾かざり
備そな
へし
大おほぶね
船
に
頓やが
てぞ
移うつ
しまゐらせけり
這この
時とき
ます〳〵
香かうぼく
木
を
備そな
へ
たる
小こぶね
船
の
這こゝ
所
彼かしこ
所
より
乗のり
出いだ
し
我われ
も〳〵と
漕こぎ
つゞく
御み
戸とちやう
帳
拜はい
の
百もゝ ちぶね
千船
徃ゆきゝ
来
のさまの
賑にぎ
はしく
生
やよひ
の
海うみ
の
閑うらゝか
麗
に
潮うしほ
も
遠とほ
く
引ひく
霞かすみ
江え
の
嶋しま
山やま
の晴
はれ
渡わた
りて風
ふうけい
景いはん方
かた
もなし斯
かく
て花
はな
の方
かた
ハ二
にかい
階造
つく
りの御
み
船ふね
の
上うへ
の
間ま
に
在ましま
して
遥はるか
に
沖おき
の
方かた
を
詠なが
め
亦また
陸くが
の
方かた
を
視み
かへり給ひ
榮はえ
ある
業わざ
を
なしけりと
心こゝろ
の
中うち
に
喜よろこばれ
悦
兼かね
ての
仰あふせ
なりけれバ
參さんけい
詣
の
貧まづ
しき
者もの
に
永えいらくせん
樂銭
を
施せぎやう
行
せられ
如かくのごとく
斯
に
計はから
はゞ
山やまのうち
内
殿どの
へ」
聞きこ
えても
外ほか
聞ぎゝ
く
わろ
ハ
有ある
べから
ず
先さき
に
山やま
の
内うち
の
奥おくがた
方
より
笠かさもり
森
の
觀くはんおん
音
へ
奉ほうのう
納
あられしと
稱いふ
錦にしき
の
御み
戸とちやう
帳
ハ
蜀しよくこう
江
の
錦にしき
といふ
噂うはさ
のみにて
鎌かまくら
倉
中ぢう
の
人ひと〴〵
々
が
今けふ
日
這この
様よう
に
群くんじゆ
集
して持
もて
囃なす
ほどの㕝
こと
ハあらざりし今
いま
奉ほうのう
納の御
み
戸とちやう
帳ハ山
やまのうち
内の奉
ほうのう
納よりは
るかに日
ひかず
數の遅
おくれ
後たれど施
せぎやう
行を以
もつ
て下
しも
を賑
にぎ
はし錦
にしき
の戸
とちやう
帳も諸
しよにん
人に知
し
らせて
後のち〳〵
々
迠まで
も
語かた
り
傳つた
えん
斯かゝ
れバ
此この
度たび
の
催もよほ
しハ
彼かの
方かた
ざまの
鼻はな
を
ひしぎ
扇あふぎ
が
谷やつ
の
威ゐ
を
輝かゞやか
す
誉ほま
れとなりしぞ
嬉うれ
しけれ
定さだめ
て
市まち〳〵
街
の
風ふいちやう
聴
も
這こなた
方
を
こそ
賞ほめ
讃
てぞあらんと
自じまんごゝろ
慢
心
の
在おは
せしかバ
其その
下かじやう
情
を
穿さぐ
り
來こ
よとて
八やつしろ
代
と
呼よ
ぶ
下おすへ
仕
の
女ぢよちう
中
未まだ
青としわかき
年
處おとめ
女
なれども
心こゝろさかし
賢
き
者もの
なりとて
今けさ
朝
最いと
」
2  早はや
く
風ふうぶん
聞
を
聞きか
する
爲ため
に
（ママ）恣すがた
を
省やつ
させひそかに
出いだ
し
遣や
られしが
只たゞ
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今いま
歸かへ
り
參まゐ
りしとお
次つぎ
の
衆しゆう
の
取とりつげ
次
バ
花はな
の
方かた
ハ
鈍もどかは
しげに
夫そ
ハ
待まちわび
侘
しく
在あり
つ
るものを
下すへ〴〵
仕
なりとも
苦くる
しからず
目めどふ
通
り
許ゆる
す
疾とく
這こなた
方
へと
急いそ
がせ給へバ
其その
侭まゝ
に
御お
側そば
女ぢよちう
中
ハ
聲こゑ〴〵
々
に
呼よび
立たて
〳〵
呼よび
次つげ
バ
常つね
にあらざる
御おん
仰あふせ
に
心こゝろおどろ
驚
く
八やつしろ
代が固
いなみ
辞申
まう
せど聞
きゝ
入いれ
なく頓
やが
て御
ご
前ぜん
へ誘
いざなへ
引バ八
やつしろ
代ハ耻
はぢ
らひ億
おく
れ怕
おづ〳〵
々
其そこ
席に蹲
うづくまる
踞を花
はな
の方
かた
ハ聲
こゑ
係かけ
給ひ太
たいぎ
儀にありしぞ八
やつしろ
代とか蜜
みつ
㕝じ
を申
まうしつけ
付
たれバ
心こゝろおき
置
なく
近ちか
ふ
進すゝ
みて
街ちまた
の
噂うはさ
を
聞きか
せよかし
奈いかに
何
申まうし
て
居おり
つるぞ
此こたび
度
の
妾わらは
が
計はか
らひハ
山やまのうち
内
殿どの
に
屓まけ
を
取とら
せ
當たうけ
家
の
威ゐくはう
光
を
増ます
所わざ
爲
とハ
定さだ
めて言
いひ
も傳
つたふ
るならん左
さ
ハあらずやと」仰
あふ
すれバ八
やつしろ
代ハ漸
やうや
くに首
かうべ
を少
すこ
し
上あげ
ながら
左さゆう
右
を
顧かへりみ
會ゑしやく
釈
して
八代
何ど
なたぞ
何どふぞ
卒
お
取とりつぎ
次
を
花
苦くる
しふ
なひ
早はや
ふ
言いふ
て
聞きか
しやい
ノウ
八代
左さよう
様
ならバ
御ご
免めん
を
蒙かふむ
りまして
申まうしあげ
上
ます
花
サア〳〵
早はや
ふ
聞きか
しやい
ノウ
八代
有あり
の
侭まゝ
にハ
恐おそ
れ
多おほ
く
申まうしあぐ
上
るハ
不ふえんりよ
遠慮
と
お
叱しか
り
被あそばし
遊
ましやうけれど
申まうしあげ
上
ねバ
不ふちう
忠
となる
他よそ
の
噂うはさ
も
君きみ
の
御お
爲ため
に
女中がしら
早はや
ふ
申まうしあげ
上
やいのう
八代
かしこまりましてござゐます
今けさ
朝
お
舘やかた
を
出いで
まして
諸しよ〳〵
所
の
人ひとだち
立
彼かしこ
所
の
辻つぢ
知し
らぬ
風ふり
俗
して
聞きゝ
ましたれバ
氣きゞ
々
種さま〴〵
々
の
噂うはさごと
事
一いちよう
様
でハござりませぬが
贔ひいき
屓
〻〳 〵
〻
の
評ひやうばん
判
ハ
勿もつたい
なひ
㕝こと
な
がら
芝しばゐ
居
の
噂うはさ
と
同おな
じ
㕝こと
山やまのうち
内
さまを
謗そし
るがあれバ
御お
家いへ
を
笑わら
ふ
人ひと
も
亦また
憎にく
ひ
様よう
でも
理り
の
當たうぜん
然
を
申まうす
」
3  者もの
がござゐまして
女中衆
八やつしろ
代
どの
前あとさき
後
を
心こゝろえ
得
て
御ご
機きげん
嫌
にさはらぬ
様よう
に
宜よろし
く
申まうしあげ
上
られよ
花
イゝヤ
善よしあし
何なに
㕝ごと
も
隱かく
す
に
不およばぬ
及
早はや
ふ
言い
ヤ
八代
彼かれ
是これ
申まう
す
其その
中なか
に
夲ほんがく
覺
寺じ
の
門もんぜん
前
に
こ
より
ぞりました
多おほ
くの
諸した〴〵
民
夫それ
等ら
が
批とりさた
判
致いたす
のをよく〳〵
聞きい
て
居お
りましたら
御ご
前ぜん
の
㕝こと
を
憚はゞかり
なくお
噂うはさ
申
ス
憎にく
い
奴やつ
花
妾わらは
が
㕝こと
を
何なに
と
言いふ
て
其そち
方
迠まで
を
はら
立たつ
たのぢ
や
ヤ
八代
サア
折せつかく
⻆
御お
家いへ
の
御ご
威ゐくはう
光
を
山やまのうち
内
の
御ごはんじやう
繁昌
に
劣おと
らせまじと
思おぼ
し
召めし
て
此この
御おもよふし
催
の
大だい
施せがき
餓鬼
御ご
丹たんせい
誠
を
水みづ
の
泡あは
に
申まうしけ
消
すのも
下げせん
賤
の
癖くせ
恐おそ
れ
多おほ
く
ハござゐますが御
ご
前ぜんさま
様の㕝
こと
を遠
えんりよ
慮なく名
めうもん
聞らしい披
なされ
成かた上
かづさ
總の國
くに
の
笠かさもりでら
森寺
へ
御ご
奉ほうのう
納
の
品しな
ならバ
何なに
をお
上あげ
被なされ
成
ても
御おこゝろざし
志
ハ
通とふ
るのに
山やまのうち
内
から
奉ほうのう
納
の
蜀しよくこう
江
の」
【挿絵第六図】
」
4」
錦にしき
の
御ごさた
沙汰
が
羨うらやま
しいと
思おぼ
し
召めし
て
大おとなげ
人氣
のなひ
此こんど
度
の
御ご
趣しゆかう
向
笹さゝづるにしき
蔓錦
と
大たいそう
壮
に
他ひとめ
見
を
飾かざ
る
船ふなやぐら
樓
殊こと
に
ハ
名めいぼく
木
焼しやうかう
香
と
仰あふせだ
出
された
底したごゝろ
心
も
御ご
殿てん
に
伽きやら
羅
がすくなひゆゑ
小こそで
袖
に
留とめき
木
の
㕝こと
を
闕かい
て
召めしあつめ
集
られるものであらふひけらかされる
御み
戸とちやう
帳
も
元もと
を
糺たゞ
せバ
他ひと
家
の
物もの
 
女中
これハしたり
八やつしろ
代
どの
譬たとへ
バ
下した〴〵
賤
で
申まうす
と
て
マア
其その
様よう
な
失しつれい
禮
を
花
イヤ
聞きゝ
かけてハそれなりに
聞きゝ
捨すて
られぬ
這この
身み
の
耻はぢ
後のち
の
覚かくご
悟
になる
㕝こと
も
又また
あるまじきものでもなひ
サア
其その
後ゝ ち
ハ
何なん
と
言いふ
た
包つゝ
まず申て
聞きか
せてたも
ト
いと
温おだやか
順
なる
御おんたづね
尋
に
亦また
八やつしろ
代
ハ
遠えんりよ
慮
な
く
八代
御ご
殿てん
の
中うち
でも
委くは
しくハ
知し
らぬ
錦にしき
の
御み
戸とちやう
帳
を
何どう
様
して
聞きゝ
傳つた
へ
て
居おり
ますやら
笹さゝづるにしき
蔓錦
の
古こわた
渡
りのと
仰ぎやうさん
山
に
評ひやうばん
判
」
5  しても
以いぜん
前
ハ
武むさし
藏
の
豊としま
嶋
家け
に
傳でんらい
來
した
錦にしき
の
古ふるはた
籏
當いま
時
でハたしか
歒てき
味みかた
方
と
爭あらそ
ふ
中なか
の
豊としま
嶋
の
重ちやうほう
宝
越こしぢ
路
の
長ながを
尾
へ
分ぶんどり
捕
になつた
噂うはさ
ハ
聞きい
たけれど
扇あふぎ
が
谷やつ
の
管くはんれい
領
へ
歒かたき
となつた
両りやうけ
家
長ながを
尾
豊としま
嶋
の
中うち
からさし
上あげ
られる
由わけ
もなひ
関せき
の
― 108 ― （ 108 ）
東ひがし
を
管くはんれい
領
の
御お
家いへ
に
似にあは
合
ぬ
麁そ
忽こつ
の
計はから
ひ
非ひれい
禮
ハうけぬ
神かみほとけ
佛
に
備そな
へる
錦にしき
の
出でどころ
所
が
後うしろ
ぐらくハ
明あか
るみへ
出だ
した
御お
家いへ
の
耻はち
で
有あら
ふと
口くち
さがなくも
申まうし
ました
女中
アゝ
コレ
八やつしろ
代
餘あんま
りな
怒おそ
れ
多おほ
ひ
其その
言ことば
葉
それを
其そなた
方
ハ
阿おめ
容
〻〳 〵
〻
と
言いは
れて
聞きい
て
帰かへ
つたのか
奈いかに
何
女おなご
子
の
身み
なれバとて
御おやかた
舘
に
仕つかへ
な
がらなぜ
其その
侭まゝ
に
聞きゝ
退のが
して
放うか
心
〻〳 〵
〻
と
御ご
前ぜん
へ
出で
やつた
只たゞ
今いま
きくさへ
口くちおし
惜
い
下した〴〵
輩
の
謗そしりごと
言
 
八代
サア
其その
時とき
ハ
私わたくし
も
勘かんにん
忍
ならぬ
態
あくたい
と
はら
立たゝ
しく
ぞんじ」ま たが
謗そし
る
中なか
にも
道だうり
理
かと
思おも
ひ
當あた
る
㕝こと
がござゐまし
たゆゑ
知し
らぬ
模もやう
様
で
帰かへ
りますも
密みつ〳〵
々
の
御お
下げぢ
知
の
事こと
聞きゝ
逃のが
したハ
臆おくびやう
病
とか
思おぼしめす
召
のハ
迷めいわく
惑
に
女中
シテ
態
あくたい
も
道だうり
理
とハ
何なにゆゑ
故
申すかその
分わけ
觧
を
サア
聞きゝ
ませう
八やつしろ
代
どの
御ご
前ぜん
の
㕝こと
を
下した〴〵
輩
が
謗そし
るも
道どうり
理
と
言い
やるのハ
お
主しゆう
さまをおろそかに
思おも
ふ
其そなた
方
の
不ふとゞき
届
千せんばん
萬
不ふちう
忠
でござる
慮りよぐわい
外
の
言ことば
葉
 
八代
イゝ
ヱ
不ふちう
忠
でござゐませぬ
御ごぜん
前
さまの
前まへ
ばかりを
謟へつらひ
かざる
輕けいはく
薄を忠
ちうぎ
義と思
おぼしめし
召ますか御
おやく
役ハ賤
いや
しい下
おすへ
仕でもお側
そば
を放
はな
れぬ八
やつしろ
代が
心こゝろ
の底
そこ
ハ一
いちにち
日に千
ちたび
度百
もゝたび
度お案
おん
じ申御
ご
災さいない
難でも無
なき
様やう
にと祈
いの
らぬ節
とき
ハご
ざゐませぬ
近ちかごろ
頃
御お
側そば
の
衆みな
女
さんが
前あとさき
後
思おも
はぬ
御ごほうこう
奉公
災わざは
ひハ
下しも
から
とやら
山やまのうち
内
の
御おやかた
舘
も
扇あふぎ
が
」
6  谷やつ
の
御おやかた
舘
も
車くるま
の
両りようわ
輪
に
譬たとへ
た
御おいへ
家
同おな
じ
血ち
脉すぢ
の
管くわんれいしよく
領職
両りようくはんれい
管領
と
崇うやまは
れ
勝まさり
劣おとり
ハなひものを
御ごぜん
前
の
首しゆび
尾
の
能よい
様よう
にと纔
ざんげん
言を申あげ
やまのうち
内さまと御
ごふわ
不和になる御
おいへ
家の大
たい
㕝じ
を考
かんか
へずに兎
と
に
角かく
他よそめ
見
の
噂うはさ
にも
⻆かどだつ
立
様よう
な
御おはから
計
ひ
容たやすい
易
㕝こと
と
思おぼしめす
召
か
山やまのうち
内
の
奥おく
さま
【挿絵第六図】旧きうしゆ
主のために梅
うめ
太たらう
郎御
み
戸とちやう
帳の舟
ふね
におもむく
― 109 ―（ 109 ）
『貞操婦女八賢誌』
と
御ごぜん
前
さまとの
麁すれ〴〵
縁
ハ
御おおもて
表
さまの
御ご
大たいせつ
切
若もし
も
両りようけ
家
の
御おんあらそ
爭
ひとなり
ましたらバ
其その
時とき
ハ
隙ひま
を
窺うかゞ
ふ
他ひとごゝろ
心
御おいへ
家
も
危あやう
く
御ご
威ゐくはう
光
も
自しぜん
然
とうす
くなります
道だうり
理
実じつ
ハ
此こんど
度
の
御おもよふ
催
しも
下したがた
輩
の
噂うはさ
の
通とふ
り
出でところ
所
の
慥たしか
でな
ひ錦
にしき
の籏
はた
を御
み
戸とちやう
帳とハ恐
おそ
れながら御
おかみ
上の御
ご
麁そゝ う
相今
けふ
日の御
お
供とも
でなひゆ
ゑに
思おも
ひの
侭まゝ
を申ますが
笹さゝづるにしき
蔓錦
を
差さしあげ
上
て
御おそば
側
へ
近ちか
く
出でたい
度
と申て
御お
取とりたて
立の於
お
道みち
さま異
あや
しいお人
ひと
じやござりませぬか万
まんいち
一御
おいへ
家に仇
あだ
あるも
のか
歒かたき
の
方かた
のまはし
者もの
か」
素すじやう
生
のわからぬ
疑うたが
はしきそれを
放うか
心
〻〳 〵
〻
御ご
贔ひゐき
屓あつて何
どふ
様やらあぶなひ御
ご
油ゆだん
断と常
つね〴〵
々お案
あん
じ申上
あげ
ます又
また
笹さゝづる
蔓
の御
み
戸とちやう
帳も他
よそ
所の御
お
家いへ
の古
ふるぎぬ
衣と聞
きこ
へますれバ由
よし
なひ品
しな
今けふ
日此
この
様よう
に晴
はれ
がましく鎌
かまくら
倉中
ぢう
の人
ひと〴〵
々が持
もてはやし
囃ても笠
かさもりでら
森寺へ御
ご
奉ほうのう
納の後
のち
の日
ひ
に豊
としま
嶋の
家いへ
から取
とり
かへしに參
まゐ
るまひとハ申されませず取
とり
かへされたら御
おやかた
舘の
耻はぢ
となりそな思
おぼ
し召
め
し付
つき
恐おそ
れながら衆
みなさん
人から御
ごぜん
前へ御
ご
異ゐけん
見申上
あげ
てお
止とゞめ
被あそばす
遊
御ご
恩しあん
案
あらバ
夫それ
こそ
忠ちうぎ
義
の
御ごほうこう
奉公
と
乍はゞかりながら
憚
八やつしろ
代
が
存ぞん
じま
する
ト
健けなげ
氣
にも
言いひいだ
出
したる
主しゆう
思おも
ひ
女おなご
子
に
稀まれ
なる
諌いさめ
の
言ことば
葉
も
耳みゝ
に
さからふ
花はな
の
方かた
御みけしき
氣色
あしく
八やつしろ
代
を
白にらまへ
眼
つめて
在おは
せしがお
側そば
の
左さゆう
右
を
見み
かへりたまひ
花
何なに
とか
聞きゝ
しぞ
衆みなのもの
女人
この
八やつしろ
代
が
慮りよぐわい
外
の
言ことば
葉
申
付つけ
たる
役やくめ
目
を
他よそ
に
他よそ
の
誹そ
」
7  謗しり
を
請うけつい
継
で
妾わらは
へ
對たい
し
口
あくこう
をい
たすに
同おな
じ
諌いさめ
だてかたはらいたひ
無ぶれい
禮
の
少もの
女
目め
通どふ
り
早はや
く
退しりぞ
け
ヨ
急きつと
度
計はから
ひ
糺きうめい
明
せい
ト
仰おふせ
の
下した
より
立たち
かゝる
役やくめ
目
の
女ぢよちう
中
ハ
八やつしろ
代
を
舌した
長なが
なりと
心こゝろ
に
憎にく
み
扣ひか
へて
在あり
し
㕝こと
なれバお
下げぢ
知
を
待まち
兼かね
たりといふ
風ふぜい
情
をなして
追おつとり
取
巻まき
▲●×
サア
立たち
ませい
八やつしろ
代
どの
餘あま
りと申せバ
失しつれい
禮
至しごく
極
 ×
お
側そば
にお
人ひと
もなひ
様よう
に
●
お
奥おく
へ
出で
られぬ
身み
をもつて
御おふね
船
な
がらも
御ごぜん
前
へ
御おめみへ
目見
▲
勿もつたい
なひほど
有ありがた
難
ひ
御ごおん
恩
を
思おも
ふはづの
所ところ
を
×
身み
の
程ほど
知し
らぬ
罸ばち
あたり
●
サア
立たち
ませぬか
不ふとゞき
届
もの
ト
言いは
れてさすが
八やつしろ
代ハ年
とし
もゆかねばはづかしく面
めんぼく
目なげに顔
かほ
赤あか
らめ眼
め
に涙
なみだ
をうかめ
つゝ忠
ちうぎ
義の心
こゝろ
ハ露
つゆ
ほども知
し
ろし召
めさ
ずや口
くちおし
惜と思
おも
ヘど何
なに
と拴
せんかた
方も荒
あら
け
なき迠
左さゆう
右
から
手て
を
捕とらへ
てぞ
引ひき
」
下おろ
す
首しゆび
尾
い
と
わる
きその
姿すがた
御おめし
召
の
時とき
に
引ひきかへ
替
て
八やつしろ
代
さんへ
恐きやうゑつ
悦
と
言いは
れた
同おな
じ
傍ほうばい
輩
にも
顔かほ
向むけ
ならず
物もの
さへも
言いゝかは
合
されぬ
身み
の
咎とが
といふにあらねど
咎とがめ
の
悲かな
しさしほ〳〵として
艫とも
の
間ま
の
端はし
に
押おしこめ
込
おかれしハ
不ふびん
便
にもまた
哀あはれ
なり
【挿絵第七図】
」
8」
這この
時とき
神かにわ
宮の孝
かうし
子なりける大
おほつか
塚の里
さと
の梅
うめたらう
太郎ハ義
ぎふ
父杢
もくべゑ
兵衞が越
こしぢ
路より帰
かへ
り
来きた
れる
途とちう
中
にて
横わうし
死
を
遂とぐ
る
其その
期きハ
に
失うしな
ひたりし
豊としま
嶋
の
重ちやうほう
宝
笹さゝづるにしき
蔓錦
の
御おんはた
籏
を
尋たづぬ
る
爲ため
に
故こけう
郷
を
立たちいで
出
心こゝろ
を
配くば
る
千せんしん
辛
万ばんく
苦
諸しよほう
方
を
久ひさ
しく
俳はいくわい
な
せしが
今けふ
日
鎌かまくら
倉
の
地ち
に
來きた
り
長はせでら
谷寺
の
境けいだい
内
に
休やす
みたる
折おり
しも
由ゆゐ
井
が
濱はまべ
辺の舩
ふな
施せがき
餓鬼
錦にしき
の籏
はた
を御
み
戸とちやう
帳に仕
したて
立られしと聞
きく
よりも胸
むね
轟とゞろ
かし
て驚
おどろ
きしが思
しあん
案を極
きは
め姿
すがた
を繕
つくろ
ひ彼
かしこ
所よ此
こゝ
所よと小
こぶね
舩をあさりて稲
いなむら
村
が
さき
の辺
ほと
りまであはたゞしくぞ求
もと
めける
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第十八
　
賢けんちよ
女
勵こゝろ
㆑
志ざしをはげましてみとちやうのふねにのぼる
御戸帳於舩登
許つみをゆるされてさいぢよふなやぐらのとりてにむかふ
㆑
罪
才女舩樓向
二
捕手
一
」
９
斯かく
て
其そのひ
日
の
申さる
ノ
の
こく
頃ころ
にいたり
船ふね
と
陸くが
との
參さんけいびと
詣人
また
見けんぶつ
物
の
貴きせん
賎
男なん
女によ
も
半なかば
分
に
過すぎ
て
帰きろ
路
に
趣おもむ
き
施せがき
餓鬼
供くやう
養
の
僧そうしゆう
衆
も
早はや
經けうもん
文
の
紐ひも
を
結むす
び
船ふな
樓やぐら
をしりぞき
小こぶね
舩
に
乗のり
て
岸きし
に
上のぼ
り
花はな
の
方かた
の
帰きくはん
舘
を
待まち
て
寺てら
に
帰かへ
ら
んと扣
ひか
へたり此
このとき
時稲
いなむら
村が
さき
の方
かた
よりや乗
のり
出いだ
しけんと思
おも
ふ一
いつそう
艘の早
はやふね
舟
たちまち御
み
戸とちやう
帳の舩
ふね
に乗
のりつけ
付しが其
その
小こぶね
舟より舩
ふなやぐら
樓の舩
ふね
に上
のぼ
る者
もの
ハ歳
としごろ
齢
二に
八はち
ばかりの
美うつくしき
麗
處むすめ
女
なり
手て
にハ
名めいかう
香
の
疊たとうがみ
紙
を
たづさへ
御み
戸とちやう
帳
を
守しゆご
護
せし
下おすへ
仕
の
女ぢよちう
中
四しご
五
人にん
扣ひか
へたるに
會ゑしやく
釈
して
第だい
三さんぢう
重
の
上うへ
に
登のぼ
りて
彼かの
香かうづゝみ
包
を
開ひら
き
焼しやうかう
香
をなすかと
見み
れバ
左さ
ハなくして
手てばや
早
くも
御み
戸とちやう
帳
を
引ひきおろ
下
し
押おしたゝみ
畳
て
腰こしおび
帯
を
觧ほど
き
十じうもんじ
文字
に
綾あや
どりて
背せなか
中
に
屓おひ
樓やぐら
の
上うへ
より
聲こゑ
髙たか
く」
二にかい
階
の
間ま
に
居ゐ
たる
下おすへ
仕
に
向むか
ひ
御み
戸とちやう
帳
守しゆご
護
の
衆みな
女
さんへ
御ご
苦くらう
労
を
係かけ
ましてお
氣き
の
毒どく
にハ
存ぞん
じますが
這この
御み
戸とちやう
帳
の
元もと
の
主ぬし
豊としま
嶋
左さゑもん
衞門
信のぶくに
國
の
家け
來らい
神かには
宮
秀しうさい
齋
の
娘むすめ
梅うめ
と申もの
養やうふ
父
杢もくべゑ
兵衞
が
過
あやまちうしな
失
ひ
たる錦
にしき
の籏
はた
只たゞ
今いま
申まうしたまは
賜
りまして古
こしゆう
主の豊
としま
嶋へ持
もちかへ
帰り君
きみ
と父
ちゝ
との耻
ちぢよく
辱
を
雪きよ
め
古こきやう
郷
へ
飾かざ
る
錦にしき
の
籏はた
笹さゝづる
蔓
の
名な
ハ
帰きさん
參
の
手て
づる
花はな
の
方かた
さまへ
此この
段だん
をよろしき
様よう
に
御ご
披ひろう
露
を
御お
頼たの
み申
上あげ
ます
ト
聞きい
て
驚おどろ
く
下おすへ
仕
の
女ぢよちう
中
思おも
ひがけなき
大だいたん
膽
の
言ことば
葉
に
何なん
と
返へんとう
荅
なく
暫しばらく
時
猶ためらひ
豫
在あり
けるがさすがに
【挿絵第七図】
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建けんむ
武年
ねんぢう
中より今
いま
にいたつて合
かつせん
戰の絶
たへ
ぬ丗
せかい
界に生
うま
れ出
で
て武
ぶけ
家に仕
つか
ゆる
女ぢよちう
中
なれバ
互たがい
に
顔かほ
を
見みあはせ
合
しが
氣き
を
励はげ 〔ま〕
まして
樓やぐら
の
上うへ
を
白にらみ
眼
ながらに
大だいおん
音
上あげ
▲●×
扇あふぎ
が
」
10  谷やつ
の
御ご
威ゐくはう
光
も
御ご
場ばしよ
所
がらをも
弁わきま
へぬ
田ゐなか
舎
處むすめ
女
が
大だいたん
膽
な
願ねがひ
とあらバ
御おやかた
舘
の
役やくにん
人
衆しゆう
へ
傳つて
手
を
求もと
めて
叶かな
はぬまでも
願ねが
はひで恐
おそ
れ多
おほ
くも御
み
戸とちやう
帳を手
てごめ
込にせうとハ命
いのちし
知らず堪
かんにん
忍ならぬ覚
かくご
悟
しや
ト
異ゐく
口
同どうおん
音
に
聲こゑ
かけて
先まづ
一いちばん
番
に
走は
せ
上のぼ
るハ
下おすへ
仕
の
中なか
の
勇きせう
壮
もの
身みづくろ
繕
ひして
頂ちやうじやう
上
の
階はしご
子
を
既すで
に
飛とびあが
上
り
引ひきおろ
下
さんと
組くみつけ
付
バ
後あと
より
續つゞい
て
三さんよ
四
人にん
登のぼ
る
階はしご
子
の
上あが
り
口くち
梅うめたらう
太郎
ハ
一ひとこゑ
聲
叫さけ
んで
組くま
れし
手て
先さき
を
振ふり
ほど
きはづみをうつて
投なげだ
出
せバ
下した
より
登のぼ
る
階はしご
子
の
口くち
續つゞ
く
女ぢよちう
中
の
首あたま
の
上うへ
より
投なげおと
落
されて
一いちどう
同
に
上あが
る
階はし
子ご
を
踏ふみ
はづしばた〳〵 〳〵と
仰のけ
さまに
倒たふ
れて
急きうしよ
所
の
同どし
志
うちに
唯たゞ
がや〳〵と
騒さわ
ぐのみ
折おり
しも
海かいしやう
上
に
異あや
し
げなる黒
くろくも
雲の靉
あいたい
靆として霏
たなびき
上のぼ
ると見
み
へしが見
み
越こし
が嶽
たけ
のかたに當
あたつ
て
春しゆんらい
雷
の
音おと
空そら
に」
響ひゞ
きけれバ
船ふなおさ
長
等ら
ハ
大おほ
きに
周あはて
章
驚すはや
彼
戊いぬゐ
亥
の
大たいふう
風
が
吹ふきいだ
出さんとするきざしなるぞ源
げんじ
氏山
やま
の山
やま
おろしに吹
ふき
散ちら
されな用
ようゐ
意せ
よと
立
ひしめきたち
て
碇いかり
を
引ひきあげ
上
岸きし
の
方かた
へ
漕こぎ
近ちかづけ
付
んと
梶かぢ
を
取とりなほ
直
し
艫ろ
を
押おし
ならべ
立たち
騒さは
ぐ
又また
御ござ
座
船ぶね
の
二にかい
階
の
間ま
にハ
遠とふ
眼めがね
鏡
をもつて
先せんこく
より
沖おき
の
景けしき
色
と
御み
戸とちやう
帳
船ぶね
の
徃ゆきかよ
通
ひを
見み
て
在おは
せしが
唯たゞ
今いま
異あや
しき
白しれもの
痴
あつて
御み
戸とちやう
帳
を
奪うば
ひ
取とら
んとするを
守しゆご
護
の
女ぢよちう
中
が
左さ
ハさせじと
爭あらそ
ひたれども
竟つい
に
不およばず
及
船ふなやぐら
樓
より
下した
の
間ま
へ
打うち
落おと
さるゝ
其その
風ふぜい
情
言こと
の
葉は
ぐさハ
聞きこ
へねど
㕝こと
の
模もやう
様
ハ
手て
にとるごとく
眼がんぜん
前
に
見み
へけるゆゑ
花はな
の
方かた
ハ
御み
顔けしき
色
損そん
じ
最いと
立
はらたゝ
しき
御おんこゑ
聲
にて
花
アレ
見み
よ
只たゞ
今いま
船ふなやぐら
樓
へ
恣すがた
や
（ママ）
さしき
處むすめ
女
が
參まゐ
り
錦にしき
の戸
とちやう
帳を
盗ぬすみとり
取
逃にげ
んとするを女
おなご
子どもか」
11  押おしとゞ
止めて遣
や
らじとすれど
既すで
におよばぬ
形ありさま
容
ハ
凡よのつね
常
ならぬ
曲くせもの
者
ぞや
取とり
逃にが
さぬ
中うち
此この
船ふね
より
早はや
く
加かせい
勢
の
者もの
を
遣や
り
ヤト
はげしき
仰あふ
せに
御おそば
側
の
女ぢよちう
中
是これ
ハと
驚おどろ
き
沖おき
の
方かた
を
遥はるか
に視
み
やれバ汐
しほ
けむり俄
にわか
に立
たつ
て浦
うら
千ちどり
鳥の群
むれ
飛とぶ
まゝに風
かぜ
そよぎ今
いま
迠ゝ で
あり
し
百もゝ
千ち
船ぶね
ハ
皆みな
悉こと〴〵
く
渚なぎさ
に
帰かへ
り
只たゞ
御み
戸とちやう
帳
の
船ふね
ばかり
大たいせん
船
といひ
髙たかやぐら
樓
の
船ふなあし
足
おもく
自じゆう
由
をなさず
海うみ
の
景けしき
色
の
變かは
りしさへ
心こゝろ
に
怖おそ
るゝ
女ぢよちう
中
達たち
雷いかづち
の
音おと
髙たか
くなれバものおそろしくなか〳〵にお
下げち
知
を
請うけ
て
梅うめ
太郎の
打うつて
手
に
徃ゆか
んと
言いう
者もの
なし
元もとより
來
御お
供とも
ハ
女ぢよちう
中
のみ
侍
さむらひ
衆しゆう
ハ
由ゆゐ
井
の
若わかみや
宮に扣
ひか
へさせ舩
ふね
にハ水
かこ
主のものばかり奈
いか
何になさんと
け
ひしめ
バ花
はな
の
方かた
ハ
氣き
を
苛いらつ
て
立たち
上あが
り給ひ
花
女おなご
子
の
催もよほ
す」
【挿絵第八図】
」
12」
所わざ
爲
に
もせよ
管くわんれいしよく
領職
の
奥おくがた
方
と
稱いは
るゝ
妾わらは
が
眼がんぜん
前
に
最いと
口くちおし
惜
き
此この
有あり
さまさりと
て一
ひとり
人の處
こむすめ
女が狂
きやうき
氣に等
ひと
しきいたづらを取
とりおさへ
押んとて侍
さむらいたち
達を陸
くが
まで呼
よび
に
遣や
られうか
誰たれ
なりとも
女おなご
子
の
中うち
にて
捕とりて
手
の
役やく
を申
付つけ
よ
八やしほ
汐
ハ
在あ
らぬか
奈いか
何
にせしぞトいら
立だち
給ふ
其その
席せき
へ
下したや
家
の
間ま
より
階はしご
子
を
上のぼ
り
御ごぜん
前
に
手て
を
下さ
げ
中ちうろう
老
八やしほ
汐
八汐
俄にわか
の
㕝こと
のお
人ひと
撰えら
み
誰たれ
彼かれ
と申ましても
遠えんりよ
慮
を
致いた
す
大たい
㕝じ
のお
役やく
手てま
間
どりましてハ
取とり
逃にが
して
花
イヽ
ヤ
通かよ
ひの
船ふね
の者
もの
ハ何
いづく
所へか迯
にげ
厺さ
つて戸
とちやう
帳を飾
かざ
りし元
もと
船ぶね
の外
ほか
に左
さゆう
右に船
ふね
もなし此
この
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方ほう
から
乗のり
付つく
るまでハ
迯にげ
道みち
のなひ
船ふなやぐら
樓
前あとさき
後
思おも
はぬ
不ふかく
覺
ものを
捕とる
とて
難かた
ひ
㕝こと
でなひ
些ちつと
も
早はや
ふ
捕とりて
手
の
役やく
を
ト
仰あふ
せの
中うち
に
風かぜ
荒あら
く
見み
越こし
が
」
13  嶽たけ
より
吹ふきおろ
下
し
髙たか
波なみ
立たつ
て
御ござ
座
船ぶね
さへゆらめき
出いだ
し
浮うきしづみ
沉
ます〳〵
雷らいめい
鳴
はげ
しくなれバ
捕とりて
手
の
役やく
を
心こゝろ
に
怖おそ
れ
顔かほ
見みあは
合
せても
眼め
のくろめく
八やゑ
重
の
汐しほぢ
路の汐
しほ
烟けむ
り言
ことば
葉もなくて扣
ひか
へたり其
その
時とき
八やしほ
汐ハ花
はな
の方
かた
に向
むか
ひ礼
れいぎ
義正
たゞ
しく
八汐
御ご
機きげん
嫌
をそむきました
麁そこつ
忽
の
者もの
を
間あいだ
もなく
御ご
免めん
をお
願ねが
ひ申
ますのハ
恐おそ
れ
多おほ
ふござゐますが
火くわきう
急
の
㕝こと
ゆゑ申
上あげ
ます
先せんこく
の
落おちど
度
に
付つい
て
押おしこめ
込
申
付つけ
置おき
ました
八やつしろ
代
が
忠ちうぎ
義
の
志
こゝろざし
申
過すご
しを
恐おそ
れ
入いつ
て
後こうくわい
悔
いたし
居おり
ます
㝡さい
中ちう
只たゝ
今いま
の
一いち
大たいじ
事
何とうぞ
卒
手てがら
柄
をいたしまして
夫それ
を
功こう
に
御おわびこと
詫言
命いのち
を
係かけ
て
勤つとめ
ますると
健けなげ
氣
な
願ねが
ひを申ますゆゑ
恐おそ
れながら
伺うかゞ
ひます
ト
取とりつぐ
次
口こうじやう
上
花はな
の
方かた
ハさしかゝりたる」
大たいやく
役
を
誰たれ
にと
思おも
ひ
寄より
給
はねバ
是ぜひ
非
なしとや
思おぼ
しけん
花
しからバ
暫ざん
ハ
じ
免ゆる
して
遣や
りや
功こう
を
立たて
たら
其その
ハ
とき
罪つみ
もゆるして
取とり
立たて
る
早はよ
ふ〳〵
ト
せき
立たち
給ふ
御ぎよゐ
意
に
一いちざ
座
ハ
ホ
ツ
ト
息いき
八やしほ
汐
ハ
急きう
に
艫とも
の
間ま
へいたりて
八やつしろ
代
を
呼よび
出いた
し
八汐
其そなた
方
の
願ねが
ひ
ハ
此この
八やしほ
汐
がとりなし申てお
聞きゝ
濟すみ
些ちつと
も
早はや
ふ
小こ
船ぶね
に
乗のつ
て
八代
ヱヽ
有あり
がたふ
存ぞん
じまする
ト
いふより
早はや
く
立たち
上あが
り
小こつま
褄
取と
る
手て
も
手て
ばしこく
艫とも
に
縻つなぎ
し
傳かよひぶね
馬船
に
忽たちま
ちひらりと
乗のり
移うつ
れバ
水かこ
主
の
中なか
にも
撰えらま
れし
達たつしや
者
の
二ふたり
人
が
艪ろ
を
押おし
切きつ
て
ヱイ〳〵
聲ごゑ
に
漕こぎ
行ゆけ
バ
樓やぐら
の
船ふね
も
渚なきさ
の
方かた
へ
漕こぎ
返かへ
さんと
梶かぢ
を
取とり
艪ろびやうし
拍子
うつて
聲こゑ
限かぎ
り
風かぜ
に
向むか
ふて
働はたら
く
難なんじう
澁
樓やぐら
の
上うへ
にハ
梅うめ
太郎が
乗のり
來き
し
【挿絵第八図】
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小こぶね
舩
に
迯にげ
厺さ
られ
殊こと
に
階はしご
子
の
下した
にてハ
下おすへ
仕
の」
14  女ぢよちう
中
が
追おつ
取とり
巻まき
階はしご
子
を
下くだ
らバ
其そのあし
足
なぐり
を
て
補とら
んとかまへたり
船ふね
を
浦うらべ
辺
へ
よ
せられてハ
歒てき
の
大おほぜい
㔟かさなりて奈
いか
何にするとも退
のが
れまじいかゞハせんと胸
むね
をいため
いさゝか
勇ゆうき
氣
の
折くじ
けしがまた
倩つく〴〵
と
思おも
ふ
様よう
兎と
ても
退のが
れぬ
一いち
大だいじ
事
命いのちがけ
係
と
ハ最
はじめ
初から知
し
れたる所
わざ
爲をなしながら何
なに
今いまさら
更に驚
おどろ
くべき既
すで
に豊
としま
嶋の
名な
を出
いだ
し笹
さゝづるにしき
蔓錦の御
み
籏はた
をバ我
わが
手て
に入
いれ
て背
せ
に負
おひ
たれバ再
ふたゝび
度歒
てき
の手
て
に渡
わた
さんや命
いのち
の限
かぎ
り切
きりぬけ
扱なん叶
かな
はぬ
とき
ハ此
この
侭まゝ
に青
あをうなばら
海原の底
そこ
に沉
しづ
み浮
うか
む瀬
せ
ぞなき
我わが
魂たま
を
御み
籏はた
に
止とゞ
めて
守しゆご
護
を
遂と
げいつしか
古こきやう
郷
に
送おく
るべし
とおもひ
極きは
めて
憤ふんぜん
然
と
四しはう
方
を
白にらみ
眼
船ふなやぐら
樓
に
突つゝたち
立
あがりし
容ありさま
体
ハ
大ますらを
丈夫
めきて
手た
弱をや
女
かに
花はな
と」
見み
まがふ
顔かほ
ばせに
柳やなぎ
の
眉まゆ
の
清きよ
くして雪
ゆき
より白
しろ
き
腕たゞむき
を長
なが
く延
のば
して
柱はしら
をとらへ
褄つま
からげせし
裾すそ
髙たか
けれバ
紅くれな
ひの
湯ゆ
具ぐ
胻はぎ
に
係かゝ
りて
風かぜ
のそよぐに
肌はだ
を
顕あら
はし
紅こうはく
白
の
花はな
の
咲さけ
るがごとしそも〳〵
宋そうのよ
朝
の
女おんなだいしやう
大
將
一いちじやうせい
丈
青
がいまだ
梁りようさんぱく
山泊
に
入い
らざる
姿すがた
か
堀ほりかは
川
御ごしよ
所
に
夜ようち
討
を
防ふせ
ぎし
静しづかごぜん
御前
の
俤おもかげ
に
准なぞ
らふ
べきか
譬たとへ
ていはん
方かた
もなし
此この
時とき
風かぜ
はます〳〵
強つよ
く
沖おき
の
方かた
へと
吹ふき
おくれ
バ
八やつしろ
代
の
乗の
る
早はやふね
船
ハ
順じゆんぷう
風
ゆゑにいと
早はや
く
既すで
に
御み
戸とちやう
帳
の
船ふね
に
近ちかづけ
付
ども
波なみ
と
風かぜ
とにゆりあげられゆり
下おろ
されて
幾いくたび
度
か
右みぎ
よ
左ひだり
と
漕こぎ
まはり
近ちかづく
付
かと
すれば
隔へだ
てられ
同おな
じ
所ところ
をくる〳〵と
廻めぐ
る
危あやう
さ
怖おそろ
しさ
遥はるか
に
此こなた
方
の
御ご
座ざ
船ぶね
さへ」
15【挿絵第九図】
浪なみ
風かぜ
荒あら
きを
凌しの
ぎかねまた
陸くが
よりも
早はやふね
船
にて
無むり
理
に
帰きくわん
館
を
催うながし
促
つゝまづ
花はな
の
方かた
に
進すゝ
め申
漸やう〳〵
々
陸くが
へ
上あげ
參まゐ
らせて
濱はまべ
辺
に
暫しばらく
御おん
乗のりもの
物
を
備そな
へ
直なほ
して
沖おき
の
方かた
をまたゞきもせず
見み
そなはせバ
多おほ
くの
女ぢよちう
中
ハ左
さゆう
右に居
ゐ
ならび花
はな
の吹
ふゞ き
雪と白
しらなみ
浪の飛
とび
散ち
る礒
いそ
に花
はな
紅もみぢ
葉卯
う
の花
はな
菖あやめ
蒲萩
はぎ
桔きゝやう
梗
と
名な
に
呼よ
ぶ
四しき
季
の
美びじん
人
草さう
入いりあひ
相
の
鐘かね
に
猶なほ
ちらでおの〳〵
沖おき
を
詠なが
めて
居お
れりされバ晴
はれ
なる八
やつしろ
代が捕
とりて
手の業
わざ
も舩
ふね
の上
うへ
苛いらだつ
立までに心
こゝろ
せけども
水かこ
主
が
手しゆれん
練
の」
【挿絵第十図】
艪ろ
にも
任まか
せずまた〳〵
暫しばらく
はたらきし
が
此こたび
度
ハ
漸やうや
く
一ひとたけ
丈
ばかりに
乗のり
近ちか
付づ
けバ
八やつしろ
代
ハ
兼かね
て
用ようゐ
意
をなしたるか
鍵かぎ
縄なわ
の
端はし
を
繰くり
しごき
ヱヽ
イ
と
一ひと
聲こゑ
かけながら
大おほ
舩ふね
の
縁へり
にうちかけれバ
彼かなた
方
にても
心こゝろえ
得
て
力ちから
を
極きわ
め
引ひき
寄よせ
つゝ
頓やが
て
階はしご
子
をさし
下おろ
せバゆらめく
足あしもと
元
踏ふみ
しめて
難なん
なく
上のぼ
る
八やつしろ
代
が
傍ほうばい
輩
に
會ゑしやく
釈
をし
八代
衆みな
女
さんの
手て
にさへ
余あま
る
を
鳴おこ
呼
がましいと
思おぼ
し
召めさ
ふが
奥おく
さまの
御お
下げぢ
知
でござゐますから
何どうぞ
卒
御ご
免めん
を」
16  遊あそ
ばせへ
▲●×
イヱ〳〵
些ちつと
もその
様よう
な
御ご
遠ゑんりよ
慮
ハ
入いり
ませぬ
何どこ
所
から
參まゐ
つた
處むすめ
女
ぢややら
町した
方がた
にハ
珍めづ
らしい
上ひん
品
の
能よひ
嬢こ
と
油ゆだん
断
のうち
御み
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戸とちやう
帳
を
引ひき
下おろ
して
古こしゆう
主
の
家いへ
へ
持もつ
て
行ゆく
元もと
ハ豊
としま
嶋の家
いへ
の籏
はた
他ひと
家の宝
たから
を
御み
戸とちやう
帳
とハ
管くわんれい
領
職しよく
に
似にあは
合
ぬ
所わ
爲ざ
と
何どう
様
やら
理りくつ
屈
のある
様よう
に
豊としま
嶋
か
歳としま
増女
か
娘むすめ
の
癖くせ
に
思おも
ひの
外ほか
の
大だいたん
膽
もの
命いのち
を
捨すて
ても
笹さゝづるにしき
蔓錦
を
取とりかへ
返
してと
覚かく
」
悟ご
のはたらきか
ならず
油ゆだん
断
をなさんすな
ト
聞きい
て
八やつしろ
代
完につこ
尒
と
笑わら
ひ
八代
たとへ
豊としま
嶋
の
重ちやうほう
宝
でも
扇あふぎがやつ
ゲ
谷
の
奥おくがた
方
さま
の
御お
手て
に
入い
つた
笹さゝづるにしき
蔓錦
今いまさら
更
他ひと
の
手て
に
渡わた
さふかとハ
言い
へ
今けふ
日
のお
催もよほ
し
此この
船ふなやぐら
樓
の
上うへ
にある
龍りよう
の
腮あぎと
の
玉たま
とやらいふにもまさ
る
錦にしき
の
籏はた
必ひつし
死
でなくてハ
出でき
來
な
ひ
業わざ
定さだめ
て
覚おぼ
への
曲くせもの
者
で
私わたし
の
手て
に
ハいかゞの
大たいやく
役
衆みな
女
さん
加かせい
㔟
を
して
下くだ
さんせ
ト
言ことば
葉
は
卑ひげ
下
して
言いひ
ながらも
勇ゆうき
氣
ハたゆまぬ
八やつ
代しろ
が
身みづくろ
繕
ひして
早はやだすき
襷
怖おそ
るゝ
色いろ
もなか〳〵に
臆おく
せぬ
女おんなますらを
丈夫
が
梢こずへ
をわた
る
猿ましら
の
如ごと
く
一いちぢう
重
二にぢう
重
三さんぢう
重
の
樓やぐら
の
上うへ
を
白にらまへ
眼
ながら
八代
いかに
豊としま
嶋
の
御み
内うち
の
女ぢよ
中ちう
」
17  扇あふぎ
が
谷やつ
の
御ご
威ゐくはう
光
をおそれぬ
所わざ
爲
ハ
健けなげ
氣
でもおよばぬ
㕝こと
を
女おなご
子
だてらに
前あとさき
後
思おも
はぬ
愚おろか
のはたらき
翼つばさ
がなふてハのがれぬ
海かいしやう
上
サア
尋じんじやう
常
にその
錦にしき
を
此こなた
方
へわたして
詫わびこと
言
しや
管くはんれい
領
の
御おん
内うちぎみ
君
花はな
の
方かた
の
仰あふせ
を
請う
け
捕とりて
手
に
向むか
ふ
八ゆつしろ
代
が
慈じひ
悲
の
縄なわめ
目
に
用ようしや
捨
をして
ト
言いふ
を
聞きゝ
とる
梅うめ
太たらう
郎
さ
てハ
手ておぼへ
覺
あるものならんと
隠かく
し
持もつ
たる
白しらは
刄
を
抜ぬき
出だ
し
御み
籏はた
の
結むすびめ
目
しめ
直なほ
し
下した
より
上のぼ
る
八やつしろ
代
を
今いま
や
遅おそ
しと
待まち
かけ り
貞ていさう
操婦
おんな
女八
はつけんし
賢誌二
に
輯しう
卷之三
了
」 〔白〕 」
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【後ろ表紙】
